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2議会だより
日野町議会

2025.11.15

地域振興
対策

特別委員会

議会力向上
特別委員会

人口減少対策への議論深める

議員間討議を積極的に行い、議会を活性化！
30の視点 前回号（第32号）の評価を尋ねました

ズバリ言います
　議会広報常任委員会では「手に取って読んでもらえる」紙面を目指して議会だよりを作成していま
すが「議会活動が町民に見えない」とのご意見もいただいています。そこで、前回号の紙面に対し
てのアンケートを実施し、多くのご意見をいただきましたので、その結果を掲載します。
　皆さまの貴重なご意見を参考に、住民目線での紙面づくりのステップアップに努めてまいります。

	1位	25票	 一般質問の内容
	2位	 15票	 特集ページ
	 	 	（2～3ページ）
	3位	 11票	 委員会の報告
	 	 11票	 提出された
	 	 	 議案と結果
	4位	 10票	 裏表紙
	5位	 8票	 表紙	 複数選択が可能

●�暮らしに関係する内容が一般質問の中に埋もれてし
まっているので「今回の議会で暮らしがこう変わ
る！」といった形でまとめてほしい。
●�文章が多いと詳細が分かりますが、その反面読むの
に時間がかかり流し読み、もしくは読み飛ばしてし
まう。詳細を知りたいが文章を少なくし、文字や図・
写真が大きめになるともっと読みやすくなる。
●�議会での質問や応答に関しては録画放送で視聴でき
るので、わざわざ冊子にして配布すること自体もっ
たいないと感じる。各議員の質問に至る考え方や、
ビジョン、日常の活動など見えにくい部分に焦点を
当てたり、それぞれ議員独自による個別広報活動を
支援するなど工夫してほしい。

●��専門用語（浚渫・専決処分・付託・扶助費など）が
解説無しで登場し理解しづらい。
●�議員の質問がだらだらと長くて答えの部分があっさ
りとし過ぎて、こんな回答しかされなかったの？と
思ってしまう。議員の質問をわかりやすく簡潔にし
てもらいたい。
●�Q＆A方式で記載されていますが、Aがいわゆる「答
え」になってない。結果や有効性が見えない。
●�写真については説明がないと何の写真かわからない
ようなものがあります。また資料を掲載したい気持
ちもわかりますが、細かいので見るのも読むのもた
いへんです。
●�議員の質問が長すぎて読む気が失せる。

「小学校六年生の議場見学」
の記事からひとこと

●�子どもの議会参加というのが本題であればもっと質
問時間があればいいと思う。今のままではただ見て
いるだけで本来の「見て学ぶ」という目的からは遠
い気がする。子どもが質問して議員さんが答えてさ
らに子どもからの意見が聞けるといいなと思う。今
後も議会見学は続けていってほしいと思う。

議会へのご意見
●�テーマに基づく特集ページで議会の考え方など知ら
せていくことも必要ではないでしょうか。
●�今の町民が切実に願っていることについてもっと町
民の声を聞き取り検証しながら進めてほしい。

これまでの議会だよりは町のホームページや
日野町防災アプリからもご覧いただけます。

●関心のあるページは ●議会だよりの内容は ●今回の回答者は（30名）
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人口減少 への対応
　７月から９月に３回の委員会を開催し「人口減少」が町の将来を左右するテーマで
あることを確認するとともに「人口減少は結果（事象）であり、人口減少という状況
にどう対応していくか」を真の課題として、今後調査研究を進めることとしました。
　９月18日の委員会では、町の人口推計や人口ビジョンを基にグループワークを行
い、①若年層（特に女性）の転出、②雇用の場の確保、③住居の確保（市街化調整区
域の規制緩和）等について議論を深めました。
　今後も、必要に応じて意見交換会や先進地視察を行い、アドバイザーによる研修
も活用しながら進めていきます。
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政策立案、提言に向けて研修会（全４回開催予定）政策立案、提言に向けて研修会（全４回開催予定）
　今年度、外部から講師を招き、多様化する町の諸課題に対応できる政策立案が
できるよう、全議員で取り組んでいます。
　９月３日の第２回目の研修会では、日野町議会基本条例を再確認し、他市町の
例や予算関連資料をもとに「政策提言とは何か」について学びました。研修はグ
ループワーク形式で実施し、お互いの意見を共有しながら議論を進めています。

次回は広報広聴を学ぶ次回は広報広聴を学ぶ

スタートした取り組み
●タブレット端末の活用
更なる活用で議員力や議会力を向上させる
●日野町の議員定数の議論
日野町で14名が必要なのか議論を深める
●常任委員会で採決前の議員間討議の実施
●一般質問の振り返り勉強会 

今後の取り組み・課題
●議会報告会の開催
町内7地区、全議員が参加して行う
●議員のなり手不足解消への
　取り組み
●日野町議会業務継続計画の
　見直し
●広報や広聴の更なる充実

議論した内容

日野町の人口推移
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手数料・使用料の改正は適切か？子ども・子育て支援金制度の在り方について意見あり

待ち望まれる新しい認定こども園すぐそこに迫る災害への対応を！

付託案件
６件

付託案件
5件

付託案件
1件

付託案件
3件

ピックアップ  手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定ピックアップ  システム改修に伴う委託料

ピックアップ  認定こども園整備事業 3,600万円増ピックアップ  日野町公共下水道条例の一部改正

調査研究  町内各所の除草・伐採について課題を洗い出す

ピックアップ  使用料条例の一部を改正する条例の制定

調査研究  生活支援体制整備事業について

ピックアップ  防犯対策事業 52万8千円増

内容内容

内容

内容

内容

内容内容
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問

問

問
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答

答

答

答

各種証明書等の交付手数料を200円から300円に改定。
コンビニ交付については200円に据え置き。

令和8年度からの子ども・子育て支援金制度開始に伴い、国の財源を活用
しシステム改修に必要となる経費を計上。（議第63号・議第65号）

幼保連携型認定こども園の整備に向けて早期に取り組む必要があることか
ら、用地測量や基本設計等に必要となる経費を新規に計上。

災害時等において、他の市町村長が指定した者による排水設備等の工事を
可能とする案件

国道や県道をはじめ、町道や里道などそれ
ぞれに管理者が決まっている。これまでは
各管理者が適切に維持管理を行ってきたが、
人口減少・高齢化により担い手不足が大き
な課題となっている。様々なケースを想定
し対応していく必要がある。

わたむきホール虹、グリム冒険の森の各施設の使用料の値上げ

「生活支援コーディネーター」と「協議体」の配置により、介護予防や住
み慣れた地域で暮らしていけるように、取り組みを進めていく事業。

滋賀県防犯カメラ設置促進事業交付金を活用して、防犯カメラの設置要望
があった集落に対して購入補助をするもの。

窓口での手数料は値上げし、コンビニ交付手数料を据え置く理由は？国民健康保険の保険税に子ども・子育て支援金を上乗せして徴収することに
ついて、町としてどう考えているのか？またなぜ、国税で徴収するのではな
く医療保険に上乗せして徴収するのか？

整備事業委託料3,600万円の内訳は何か。またこの額は妥当なものか。条例改正のねらいは？

施設の改定における基本方針は？

防犯カメラは、何か所設置予定か。また設置する理由は何か。

窓口手数料は近隣市町の水準に合わせたもの。コンビニ交付手数料を据え
置くことでマイナンバーカードを利用したコンビニ交付を促進し、窓口業
務の負担を軽減させる。

【反対討論】		マイナンバーカードの取得を誘導する施策である。
【賛成討論】		窓口業務の負担軽減に繋がり、行政全体の効率向上に資する。

「子育て施策」を全世帯で支えるという趣旨で、医療保険から財源確保するとい
うのが国の考えである。すべての医療保険が対象となるよう制度化されているた
め、国民健康保険についても事務を進めている。

基本設計、事業認定支援業務（測量設計含む）、造成設計業務、農業用水
設計業務の４業務である。また概算による積算設計を行っており、同種業
務と同様の相場と考えている。

大規模災害時、広域連携での復旧を迅速に行うことができる。

物価や管理費の高騰分を指定管理料のみでなく、受益者負担とのバランス
を考慮して改定額を決めた。

5地区の計8か所に設置予定である。集落の入り口や集会所に設置されるも
ので防犯対策が主である。

委
員
会
で
細
か
く
審
議
！

内容

問

答

【反対討論】	子ども・子育て支援にかかる財源を医療保険に上乗せする施策に
問題あり。経済的に苦しい国民健康保険加入者にも負担がかかる。

【賛成討論】	すでに制度が始まろうとしている今この段階で反対するべきではな
いと考える。国で議論されている段階で要望を上げるべきである。
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常任委員会

厚　生
常任委員会

予算決算
特別委員会

産業建設
常任委員会

手数料・使用料の改正は適切か？子ども・子育て支援金制度の在り方について意見あり

待ち望まれる新しい認定こども園すぐそこに迫る災害への対応を！

付託案件
６件

付託案件
5件

付託案件
1件

付託案件
3件

ピックアップ  手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定ピックアップ  システム改修に伴う委託料

ピックアップ  認定こども園整備事業 3,600万円増ピックアップ  日野町公共下水道条例の一部改正

調査研究  町内各所の除草・伐採について課題を洗い出す

ピックアップ  使用料条例の一部を改正する条例の制定

調査研究  生活支援体制整備事業について

ピックアップ  防犯対策事業 52万8千円増

内容内容

内容

内容

内容

内容内容

問問

問

問

問

答
答

答

答

答

各種証明書等の交付手数料を200円から300円に改定。
コンビニ交付については200円に据え置き。

令和8年度からの子ども・子育て支援金制度開始に伴い、国の財源を活用
しシステム改修に必要となる経費を計上。（議第63号・議第65号）

幼保連携型認定こども園の整備に向けて早期に取り組む必要があることか
ら、用地測量や基本設計等に必要となる経費を新規に計上。

災害時等において、他の市町村長が指定した者による排水設備等の工事を
可能とする案件

国道や県道をはじめ、町道や里道などそれ
ぞれに管理者が決まっている。これまでは
各管理者が適切に維持管理を行ってきたが、
人口減少・高齢化により担い手不足が大き
な課題となっている。様々なケースを想定
し対応していく必要がある。

わたむきホール虹、グリム冒険の森の各施設の使用料の値上げ

「生活支援コーディネーター」と「協議体」の配置により、介護予防や住
み慣れた地域で暮らしていけるように、取り組みを進めていく事業。

滋賀県防犯カメラ設置促進事業交付金を活用して、防犯カメラの設置要望
があった集落に対して購入補助をするもの。

窓口での手数料は値上げし、コンビニ交付手数料を据え置く理由は？国民健康保険の保険税に子ども・子育て支援金を上乗せして徴収することに
ついて、町としてどう考えているのか？またなぜ、国税で徴収するのではな
く医療保険に上乗せして徴収するのか？

整備事業委託料3,600万円の内訳は何か。またこの額は妥当なものか。条例改正のねらいは？

施設の改定における基本方針は？

防犯カメラは、何か所設置予定か。また設置する理由は何か。

窓口手数料は近隣市町の水準に合わせたもの。コンビニ交付手数料を据え
置くことでマイナンバーカードを利用したコンビニ交付を促進し、窓口業
務の負担を軽減させる。

【反対討論】		マイナンバーカードの取得を誘導する施策である。
【賛成討論】		窓口業務の負担軽減に繋がり、行政全体の効率向上に資する。

「子育て施策」を全世帯で支えるという趣旨で、医療保険から財源確保するとい
うのが国の考えである。すべての医療保険が対象となるよう制度化されているた
め、国民健康保険についても事務を進めている。

基本設計、事業認定支援業務（測量設計含む）、造成設計業務、農業用水
設計業務の４業務である。また概算による積算設計を行っており、同種業
務と同様の相場と考えている。

大規模災害時、広域連携での復旧を迅速に行うことができる。

物価や管理費の高騰分を指定管理料のみでなく、受益者負担とのバランス
を考慮して改定額を決めた。

5地区の計8か所に設置予定である。集落の入り口や集会所に設置されるも
ので防犯対策が主である。

委
員
会
で
細
か
く
審
議
！

内容

問

答

【反対討論】	子ども・子育て支援にかかる財源を医療保険に上乗せする施策に
問題あり。経済的に苦しい国民健康保険加入者にも負担がかかる。

【賛成討論】	すでに制度が始まろうとしている今この段階で反対するべきではな
いと考える。国で議論されている段階で要望を上げるべきである。

5 4議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会
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提 出 さ れ た 議 案 と 結 果 〇賛成　×反対

7月 臨時会議（７月25日）
●全員賛成とした案件

番号 町 長 提 出 議 案

議第50号 令和７年度日野町一般会計
補正予算（第３号）

補正予算額　1,098万9千円
・物価高騰の影響を受ける生活者や事業者等への支援を行うための経費
・議場会議システムの不具合に伴う更新費用　など

９月定例会議（９月１日～26日） 議案審査を付託された委員会
【予算決算】予算決算特別委員会� 【総務】総務常任委員会
【産建】産業建設常任委員会　� 【厚生】厚生常任委員会●全員賛成とした案件

番号 町 長 提 出 議 案 付託先

議第51号 人権擁護委員の候補者の推薦について －

議第52号 日野町教育委員会委員の任命について －

議第53号 財産の取得について（図書館システム電子計算機器類） 総務

議第54号 町道の路線の認定について 産建

議第55号 日野町の議会議員および長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 総務

議第56号 日野町職員の育児休業等に関する条例および日野町職員の勤務時間その他の勤務条件に
関する条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第57号 日野町税条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第59号 日野町使用料条例の一部を改正する条例の制定について 総務

議第60号 日野町上水道給水条例の一部を改正する条例の制定について 厚生

議第61号 日野町公共下水道条例の一部を改正する条例の制定について 産建

議第62号 令和７年度日野町一般会計補正予算（第４号） 予算決算

議第64号 令和７年度日野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 厚生

議第66号 令和７年度日野町水道事業会計補正予算（第１号） 厚生

議第67号 令和７年度日野町下水道事業会計補正予算（第１号） 産建

●10月に集中審査することとなった案件　付託先：予算決算特別委員会
番号 町長提出 議 案

議第68号 令和６年度日野町一般会計歳入歳出決算について

集中審査
　▽開催日
　10月20日、21日、29日、30日

議第69号 令和６年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算について

議第70号 令和６年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算について

議第71号 令和６年度日野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について

議第72号 令和６年度日野町西山財産区会計歳入歳出決算について

議第73号 令和６年度日野町水道事業会計決算について

議第74号 令和６年度日野町下水道事業会計利益の処分および決算について

＊議長は議事進行を行うため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長採決」として表明します。
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次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

●賛否が分かれた案件
番号 提出議案 付託先 結　果 錦

戸
福
永
谷
口
松
田
柚
木
川
東
野
矢
山
本
髙
橋
加後
藤
中
西
西
澤
＊
杉
浦

議第58号 日野町手数料徴収条例の一部を改
正する条例の制定について 総務 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第63号 令和７年度日野町国民健康保険特
別会計補正予算（第１号） 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第65号 令和７年度日野町後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号） 厚生 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 ／

議第58号　日野町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について

議第63号　令和７年度日野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
議第65号　令和７年度日野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

反
対

反
対

賛
成

賛
成

　住民票等の各種証明書の交付手数料を200円から300円に改定するもの。ただし、マイナンバーカードを利用し
たコンビニ交付等の場合は、現行どおり200円に据え置き。

子ども・子育て支援金※制度の導入に向けたシステム改修に伴う委託料の増額

マイナンバーカードの取得や利用促進への政策誘導ではないか
・�住民の利便性を考えれば、不便な窓口での申請では、なおさら200円
に据え置くべきである。
・�マイナンバーカードを持っていない人だけが負担増になることは公平
性に欠け、マイナンバーカードの取得および利用の促進に向けての政
策誘導ではないか。

負担増となるような制度のシステム改修を認めるわけにはいかない　
・�医療保険料に上乗せする徴収方法に納得がいかない。この制度は、国保加入者や後期高齢者の負担増となるもので
あり、そのためのシステム改修を認めるわけにはいかない。
・国の制度として決められたものであるが、国や県に再考を求める意味でも、地方議会が意思表示を行うべきである。

地方自治体として当然の取り組みである
・�近隣の市町で300円が普通になっている中で、コンビニで発行した場
合に200円に据え置いていることは評価できることではないか。
・�マイナンバーカードは国が推奨する施策であるため、地方自治体とし
て当然の取り組みであり、マイナンバーカードの取得は強制ではなく
任意である。

法令に基づいたシステム改修の経費である
・�令和８年度からの子ども・子育て支援に伴い、法令に基づいた一連の流れの中の必要なシステム改修の経費である。
町は国の制度を粛々と進めていく以外になく、この時期において議論の余地はないと考える。

※子ども・子育て支援金とは？
　子ども・子育て支援金制度とは、少子化対策を強化するために、全世代・全経済主体で子育て世帯を支えるための新
しい仕組みです。子ども・子育て支援金は、その財源として医療保険と合わせて徴収される徴収金のことです。
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令和令和77年年９９月月
一般質問内容一般質問内容およびおよび発言順序発言順序

町政全般に関する方針や事業について、町政全般に関する方針や事業について、
13人の議員が一般質問を行いました。13人の議員が一般質問を行いました。

議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、議会だよりでは、3つ以上一般質問がある場合、
スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。スペースの関係で〇のついた番号の質問と答弁を掲載しています。
本会議はインターネット配信を行っていますが、機器更新中によりライ本会議はインターネット配信を行っていますが、機器更新中によりライ
ブ中継、録画中継ともに音声のみの配信となっています。ブ中継、録画中継ともに音声のみの配信となっています。
�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ�一般質問において議員が使用した資料をインターネットでご覧いただけ
ます。ます。

上の二次元コードを読み取ると上の二次元コードを読み取ると
一般質問の録画が視聴できます。一般質問の録画が視聴できます。

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容 ページ

1 谷
たに
口
ぐち
　智
とも
哉
や １	 狩猟免許取得に対する助成はないのか

２	� 子どもや保護者が相談できる居場所作りが大事ではないか P. ９

2 川
かわ
東
ひがし
　昭
あき
男
お

１	 急傾斜地の危険な草刈りを町でお願いできないか P.10

3 髙
たか
橋
はし
　源
げん
三
ざぶ
郎
ろう １	 メロディチャイムの曲を四季に合わせて変えてはどうか

２	 松尾公園にあるカリヨンベルを大谷公園に移設できないか P.11

4 錦
にしき
戸
ど
　由

ゆ
佳
か

１	 子どもたちの食のあり方について P.12

5 福
ふく
永
なが
　晃
あき
仁
ひと １	 日野町的マーケティングと持続可能性

２	 あれから80年「私たちはどう生きるのか」 P.13

6 西
にし
澤
ざわ
　正
まさ
治
はる

１	 近江日野産日野菜の生産振興について P.14

7 松
まつ
田
だ
　洋
よう
子
こ １	 学校給食費の無償化について（その２）

２	 新こども園の園舎は3,200㎡必要か P.15

8 山
やま
本
もと
　秀
ひで
喜
き

１	 美味しい「近江日野米」を構築し、持続可能な地域農業に
２	 ＧＩ認証「近江日野産日野菜」の生産拡大について
３	� 民間による鳥居平・松尾工業団地の産業立地から見える課
題について

P.16

9 加
か とう
　和
かず
幸
ゆき １	 町消防団の定数と集落の現状について

２	 高すぎる国保税の引き下げを P.17

10 柚
ゆの
木
き
　記

き
久
く
雄
お １	� 南比都佐地区５集落が供給を受ける甲賀市上水道の断水

事象について
２	 病児・病後児保育の施設について

P.18

11 中
なか
西
にし
　佳
けい
子
こ １	 平和堂跡地利活用と商店街振興について

２	 小・中学校体育館のエアコン整備について P.19

12 後
ご
藤
とう
　勇
ゆう
樹
き １	 骨髄等移植ドナーへの支援拡充について

２	 米増産への政策転換を受け町当局の農家への対応を問う
３	 町道奥之池２号線・第二工区の今後の進捗を問う

P.20

13 野
の
矢
や
　貴
たか
之
ゆき

１	 地域共生社会をつくる重層的支援体制整備とは？ P.21
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一 質般 問

一
般
質
問

次
ペ
ー
ジ
は
▼

狩猟免許取得に対する助成はないのか

谷
たに

口
ぐち

 智
とも

哉
や

 議員

事前講習会の受講費助成は行っているが、
個人の資格取得に対する助成は研究していきたい

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
が
大
事
で
あ
り

様
々
な
支
援
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い

　
有
害
鳥
獣
被
害
に

関
し
て
は
、私
自
身
の

日
野
菜
も
食
害
に
あ
っ
た
過

去
が
あ
り
、獣
害
防
止
の
当
事

者
が
増
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
よ
う
質
問
し
て
い
き
た
い
。

①「
東
近
江
地
域
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

②
日
野
町
と
し
て
、農
作
物

の
被
害
は
何
が
問
題
で
あ
る

と
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

③
獣
害
を
減
ら
す
た
め
に
は

ど
う
し
て
い
く
事
が
必
要
だ

と
考
え
る
か
。

④
捕
獲
の
当
事
者
を
増
や
す

こ
と
も
獣
害
減
少
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

⑤
捕
獲
の
当
事
者
と
し
て
の

狩
猟
免
許
取
得
者
を
増
や
す

為
に
狩
猟
免
許
取
得
に
対
し

て
補
助
は
し
て
い
な
い
の
か
。

①
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
、

ニ
ホ
ン
ザ
ル
等
有
害

獣
の
捕
獲
を
計
画
的
に
進
め
、

農
作
物
や
生
活
被
害
を
軽
減
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

②
獣
害
に
遭
う
こ
と
で
、生
産

者
の
方
が
落
胆
さ
れ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、出
荷
出

来
な
い
こ
と
に
よ
る
収
入
の

減
少
、そ
し
て
こ
れ
ら
が
繰
り

返
し
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

農
業
を
続
け
よ
う
と
い
う
意

欲
の
減
退
に
つ
な
が
る
こ
と

が
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

③
人
と
獣
の
住
み
分
け
が
し

っ
か
り
出
来
る
よ
う
緩
衝
帯

を
設
け
る
た
め
に
、山
裾
の

草
刈
り
を
し
、寄
り
付
き
に

く
い
環
境
作
り
が
必
要
で
あ

る
。ま
た
、集
落
や
田
畑
へ
の

侵
入
が
あ
る
場
合
は
追
い
払

い
を
し
て
、こ
こ
に
来
た
ら

追
い
払
わ
れ
る
と
思
わ
せ
、

そ
も
そ
も
餌
に
な
る
も
の
を

置
か
な
い
こ
と
や
囲
い
込
ん

で
お
く
こ
と
も
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。

④
獣
害
減
少
に
有
効
だ
と
考

え
る
。

⑤
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
た

め
の「
狩
猟
免
許
試
験
予
備
講

習
会
」受
講
費
を
、東
近
江
地

域
鳥
獣
被
害
防
止
協
議
会
か

ら
助
成
し
て
い
る
。狩
猟
免
許

の
取
得
自
体
に
対
し
て
は
過

去
に
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、個

人
の
資
格
に
な
る
も
の
な
の

で
助
成
に
は
至
ら
な
か
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。当
面
は
そ

の
よ
う
な
方
向
性
で
考
え
る
。

　
今
年
度
よ
り
始
ま

っ
た
児
童
育
成
支
援

拠
点
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

①
こ
の
制
度
を
活
用
で
き
る

子
ど
も
の
条
件
が
知
り
た
い
。

②
対
象
と
な
る
子
ど
も
が
支

援
を
受
け
ら
れ
な
い
ま
ま
成

長
す
る
と
ど
の
よ
う
な
弊
害

が
考
え
ら
れ
る
か
。

③
事
業
の
支
援
概
要
を
知
り

た
い
。

④
現
在
の
利
用
状
況
と
利
用

す
る
た
め
の
手
続
き
を
伺
い

た
い
。

⑤
保
護
者
や
子
ど
も
が
家
庭

の
こ
と
を
信
頼
し
て
相
談
で

き
る
第
三
の
居
場
所
が
必
要

で
は
な
い
か
。

①
児
童
育
成
支
援
拠

点
事
業
は
、地
域
に

お
け
る
子
ど
も
と
家
庭
の
総

合
的
な
相
談
・
支
援
の
拠
点

を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
国

に
よ
り
令
和
6
年
度
か
ら
創

設
さ
れ
た
事
業
で
、町
で
は

今
年
度
か
ら
取
組
ん
で
い
る
。

事
業
の
創
設
の
背
景
と
し
て

は
、子
ど
も
が
直
面
す
る
課

題
が
複
雑
か
つ
、複
合
化
し

た
こ
と
に
よ
り
、子
ど
も
の

個
別
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か

に
対
応
す
る「
居
場
所
」が
必

要
と
な
っ
て
き
た
こ
と
に
あ

る
。対
象
と
な
る
条
件
等
に

つ
い
て
は
、家
庭
に
お
け
る

様
々
な
事
情
に
よ
り
養
育
上

の
不
安
や
困
難
さ
を
抱
え
る
、

小
学
校
か
ら
高
校
生
の
学
齢

期
で
、学
校
や
自
宅
以
外
に

居
場
所
を
求
め
る
児
童
等
を

主
な
対
象
条
件
と
し
て
い
る
。

②
子
ど
も
の
学
習
面
で
の
困

難
さ
な
ど
に
早
期
に
対
応
で

き
ず
、学
習
意
欲
の
低
下
等

に
つ
な
が
る
こ
と
や
、安
心

し
て
過
ご
せ
る
環
境
や
、人

と
の
関
わ
り
が
欠
如
す
る
こ

と
で
自
己
肯
定
感
や
信
頼
感

が
育
ち
に
く
く
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

③
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

過
ご
せ
る
居
場
所
を
開
設
し
、

子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を
大

人
や
地
域
全
体
で
支
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。生

活
習
慣
作
り
や
学
習
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
、食
事
の
提
供
、悩

み
相
談
、そ
し
て
保
護
者
へ

の
相
談
支
援
や
情
報
提
供
な

ど
に
取
り
組
む
も
の
で
、学

校
や
園
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
関
係
機
関
と
の

連
携
も
図
っ
て
い
く
。

④
現
在
は
、11
名
程
度
の
児

童
が
利
用
し
て
お
り
、利
用

の
た
め
の
手
続
き
は
、原
則

と
し
て
保
護
者
に
よ
る
利
用

申
し
込
み
が
必
要
と
な
る
。

⑤
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
り
、

日
野
町
内
の
様
々
な
支
援
機

関
や
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
に
い
ろ
い

ろ
な
方
と
の
出
会
い
の
場
を

設
け
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
や
保
護
者
が
相
談
で
き
る

　
　
　
　
　
　
居
場
所
作
り
が
大
事
で
は
な
い
か
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一 質般 問

まずは、急傾斜地崩壊危険区域の状況を把握し、
整理を行った上で、町の対策を検討する

メロディチャイムは同報系防災行政無線が正常に稼働しているか
毎日テストするのが目的のため、曲を変更する予定はない

急傾斜地の危険な草刈りを町でお願いできないか

　
私
の
住
む
豊
田
４

区
で
は
、昨
年
度
か

ら「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
」の
約
３
分
の
１
の
草
刈
り

は
、作
業
が
あ
ま
り
に
危
険
な

た
め
、と
う
と
う
放
置
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、こ
の
夏
に
放

置
し
た「
急
傾
斜
地
」の
下
の

建
物
に
、つ
る
草
が
屋
根
全

体
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
、大
変

な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　
草
刈
り
作
業
は
、そ
こ
に

住
む
住
民
が
力
を
あ
わ
せ
て

す
る
べ
き
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
が「
危
険
な
箇
所
」に
つ

い
て
は
、町
で
対
応
し
て
頂

け
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

①
日
野
町
の「
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域
」の
件
数
を
地

域
別
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、砂
防
事
業
や
治
山
事

業
等
に
つ
い
て
事
業
別
に
伺

い
ま
す
。

②
日
野
町
の「
急
傾
斜
地
」の

危
険
な
草
刈
り
作
業
に
つ
い

て
、町
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
。ま
た
、地
元
か
ら
の
相

談
や
要
望
は
な
か
っ
た
か
。

県
や
町
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

③
豊
田
４
区
の
よ
う
な
事
例

は
、他
の
地
域
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。こ
れ
ま
で「
急
傾
斜

地
」の
工
事
で「
草
刈
り
作
業

が
困
難
な
足
場
の
な
い
箇

所
」は
、町
内
に
ど
れ
ぐ
ら
い

あ
り
ま
す
か
。

④
町
は「
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
区
域
」等
の
草
刈
り
作
業

に
つ
い
て
、現
場
確
認
の
上
、

町
が
基
準
を
定
め「
地
域
指

定
制
度
」を
策
定
し
て
、町
の

責
任
で
対
応
し
て
も
ら
え
な

い
か
伺
い
ま
す
。

要
望
と
し
て

　
豊
田
４
区
の
急
傾
斜

地
は
、現
在
、町
が
実
施

さ
れ
て
い
る
１
箇
所
と

同
様
に
危
険
な
箇
所
と

し
て「
地
域
指
定
」し
て

頂
き
た
い
。さ
ら
に
、他

の
同
様
な
地
域
に
お
い

て
も「
地
域
指
定
」の
上
、

町
に
よ
る
草
刈
り
を
お

願
い
し
た
い
。

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員
▲

豊
田
４
区
の
急
傾
斜
地

　（
下
か
ら
見
る
）

▲

豊
田
４
区
の
急
傾
斜
地

　（
上
か
ら
見
る
）

松
尾
公
園
の
カ
リ
ヨ
ン
ベ
ル
と
し
て
利
用
を
継
続
し
て
い
く

松
尾
公
園
に
あ
る
カ
リ
ヨ
ン
ベ
ル
を
大
谷
公
園
に
移
設
で
き
な
い
か

メロディチャイムの曲を四季に合わせて変えてはどうか

　
こ
の
質
問
は
６
年

前
に
も
「
メ
ロ
デ
ィ

チ
ャ
イ
ム
の
曲
が
30
年
間
変

わ
っ
て
な
い
よ
う
に
思
う
が

ど
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
一

般
質
問
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
答
弁
で
は
、「
曲
は

４
曲
鳴
ら
し
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
も
し
て
い
る
。
曲
は
各
地

域
に
お
い
て
決
定
い
た
だ
い

て
お
り
、
区
長
会
等
で
要
望

が
あ
れ
ば
対
応
す
る
」
と
の

答
弁
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
は
区
長
は

毎
年
代
わ
っ
て
お
り
、
区
長

の
多
く
は
こ
の
こ
と
を
知
ら

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

う
し
た
申
し
出
は
無
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
質
問
以
来

６
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
区

長
会
か
ら
曲
目
の
変
更
に
つ

い
て
要
望
が
あ
っ
た
の
か
ど

う
か
伺
い
ま
す
。

　
次
に
要
望
が
な
い
た
め
今

ま
で
同
じ
曲
を
鳴
ら
し
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
区

長
会
に
問
い
か
け
る
と
か
、

当
局
か
ら
進
ん
で
曲
の
変
更

を
考
え
、
定
期
的
に
変
え
て

い
く
と
い
う
姿
勢
が
あ
れ
ば

と
思
う
の
で
す
が
ど
う
か
。

　
松
尾
公
園
に
あ
る

カ
リ
ヨ
ン
ベ
ル
は
、

メ
ロ
デ
ィ
チ
ャ
イ
ム
と
同
様

に
今
か
ら
36
年
前
の
平
成
元

年
、
竹
下
登
内
閣
が
行
っ
た

「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域

づ
く
り
事
業
」、
い
わ
ゆ
る

通
称
「
ふ
る
さ
と
創
生
１
億

円
事
業
」
に
よ
り
設
置
さ
れ

た
も
の
で
す
。
日
野
町
で
は

住
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集

さ
れ
、
選
考
委
員
会
で
選
ば

れ
た
結
果
こ
れ
ら
に
決
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
当
時
と
し
て
は
、

松
尾
公
園
に
設
置
す
る
こ
と

が
最
善
の
策
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
そ
れ
は
将
来
松
尾
公

園
を
多
く
の
町
民
が
利
用
す

る
だ
ろ
う
と
の
予
測
が
あ
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
現
実
は
大
谷

公
園
と
比
較
す
る
と
利
用
者

が
少
な
い
の
が
現
実
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
多
く
の
町
民
が
集

ま
る
大
谷
公
園
の
一
角
に
移

せ
ば
、
多
く
の
利
用
者
に
そ

の
メ
ロ
デ
ィ
を
聞
い
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
曲
目
は
30
曲
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
季
節

に
ふ
さ
わ
し
い
曲
を
流
す
こ

と
で
季
節
感
が
出
せ
る
し
、

公
園
の
利
用
者
も
ス
ポ
ー
ツ

で
の
緊
張
感
を
一
時
和
ら
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

大
谷
公
園
ら
し
く
ス
ポ
ー
ツ

に
関
係
の
あ
る
曲
を
流
す
の

も
一
つ
の
演
出
で
す
。
例
え

ば
『
栄
冠
は
君
に
輝
く
』
と

か
、
甲
子
園
の
高
校
野
球
で

流
れ
て
い
る
曲
な
ど
も
好
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う

し
た
曲
も
追
加
し
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

松
尾
公
園
に
設
置

の
カ
リ
ヨ
ン
ベ
ル

は
、
定
刻
の
時
間
に
な
る
と

ベ
ル
の
音
色
で
曲
が
流
れ
、

公
園
や
近
隣
施
設
の
利
用

者
、
ま
た
近
く
の
住
民
に
も

メ
ロ
デ
ィ
と
し
て
時
刻
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
元
年
に
設
置
し
て
か

ら
年
月
が
経
ち
、
今
で
は
松

尾
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
人

に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
今

後
も
松
尾
公
園
の
カ
リ
ヨ
ン

ベ
ル
と
し
て
利
用
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

①
日
野
町
の「
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
区

域
」は
47
集
落
。工
事
で
整
備

し
た
件
数
は
、東
桜
谷
地
区

で
65
件
、西
桜
谷
地
区
で
３

件
、南
比
都
佐
地
区
で
34
件
、

必
佐
地
区
で
31
件
、日
野
地

区
で
５
件
、西
大
路
地
区
で

18
件
の
合
計
１
５
６
件
。

　
ま
た
、治
山
工
事
は
68
件
。

砂
防
事
業
は
43
件
あ
る
が
、

河
川
の
上
流
部
で
の
工
事
で
、

家
に
近
接
す
る
箇
所
は
な
い
。

②「
急
傾
斜
地
」の
法
面
を
植

生
工
法
で
整
備
し
た
箇
所
な

ど
は
危
険
な
と
こ
ろ
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。ま
た
、同

様
な
状
況
の
地
域
か
ら
の
要

望
を
受
け
、対
応
し
た
事
例

が
あ
る
。

　
県
や
町
の
対
応
は
、急
傾

斜
施
設
の
一
部
が
破
損
す
る

な
ど
修
繕
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、随
時
、修
繕
の
対
応
を

し
て
お
り
、現
場
の
状
況
に

あ
わ
せ
対
応
し
て
い
る
。

③
豊
田
４
区
の
急
傾
斜
地
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
積
工
法
の
上
に
法

枠
工
法
が
あ
り
、さ
ら
に
法

枠
工
法
の
表
面
に
防
草
シ
ー

ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
、特

　
３
点
目
に
曲
目
は
何
曲
収

納
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た

日
野
町
に
は
日
野
が
生
ん
だ

日
本
の
作
詞
家
、
細
川
雄
太

郎
氏
が
作
詞
さ
れ
た
『
綿
向

山（
わ
た
む
き
）賛
歌
』や『
ち

ん
か
ら
峠
』
な
ど
の
曲
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
曲
や
、

さ
ら
に
は
『
青
い
目
の
人
形
』、

『
日
野
小
唄
』
な
ど
、
日
野

町
に
ま
つ
わ
る
曲
を
流
し
て

は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　
１
点
目
の
区
長
会

か
ら
の
曲
の
変
更
の

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
２
点
目
の
定
期
的
な
曲
目

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
こ
の

同
報
系
防
災
行
政
無
線
は
主

に
災
害
発
生
時
等
の
情
報
伝

達
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

装
置
や
ス
ピ
ー
カ
ー
が
常
時

正
常
に
稼
働
し
て
い
る
か
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
不
具

合
が
あ
っ
た
場
合
に
は
早
期

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
毎
日

決
ま
っ
た
時
間
に
テ
ス
ト
放

送
と
し
て
メ
ロ
デ
ィ
チ
ャ
イ

ム
を
流
し
て
い
る
も
の
。
よ

っ
て
曲
目
の
変
更
は
考
え
て

髙
たか

橋
はし

 源
げん

三
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郎
ろう

 議員

殊
な
現
場
で
あ
る
。町
内
の
状

況
は
今
後
調
査
し
た
い
。

④
現
在
、町
で
は
整
備
さ
れ

た
箇
所
の
現
状
や
管
理
状
況

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
ま
ず
は
、急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
の
状
況
を
把
握
し
、

整
理
を
行
っ
た
上
で
、町
の

対
策
を
検
討
す
る
。

　
再
・
再
々
質
問
を

通
じ
て
、県
は
、他
に

「
草
刈
り
さ
れ
て
い
る
箇
所

は
な
い
」と
い
い
、町
も「
豊

田
４
区
の
急
傾
斜
地
は
、特

殊
な
箇
所
だ
」と
答
弁
。ま
た

「
町
の
責
任
で
、草
刈
り
を
実

施
し
て
い
る
箇
所
が
１
箇
所

あ
る
」と
の
答
弁
で
す
が
、豊

田
４
区
も
こ
の
１
箇
所
と
同

様
で
は
な
い
の
か
。見
解
を

伺
い
ま
す
。

い
ま
せ
ん
。

　
３
点
目
の
曲
目
数
は
９
曲

あ
り
、
日
野
町
に
ま
つ
わ
る

曲
の
要
望
に
つ
い
て
は
区
長

会
や
地
区
運
営
委
員
会
で
協

議
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
町
内
の
急
傾
斜
事

業
で
整
備
さ
れ
た
箇

所
は
、昭
和
50
年
代
か
ら
平

成
10
年
代
に
か
け
て
大
半
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。当
時
と

状
況
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
た
め
、現
地

を
確
認
し
、状
況
を
把
握
す

る
こ
と
で
、一
定
の
整
理
が

で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

　
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律（
昭
和
44

年
７
月
１
日
法
律
第
57
号
、以
下「
急
傾
斜
地
法
」と
い
う
。）第
３
条

に
基
づ
き
、関
係
市
町
村
長（
特
別
区
の
長
を
含
む
）の
意
見
を
き
い

て
、都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
区
域
で
す
。

⑴�

崩
壊
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
急
傾
斜
地（
傾
斜
度
が
30
度
以
上
の
土

地
を
い
う
。以
下
同
じ
。）で
、そ
の
崩
壊
に
よ
り
相
当
数
の
居
住

者
そ
の
他
の
者
に
被
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

⑵�

⑴
に
隣
接
す
る
土
地
の
う
ち
、急
傾
斜
地
の
崩
壊
が
助
長
・
誘
発

さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、一
定
の
行
為
制
限
の

必
要
が
あ
る
土
地
の
区
域	

［
国
土
交
通
省
］

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
は

次
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ー
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は
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次
ペ
ー
ジ
は
▼
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般
質
問
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一 質般 問

まずは、急傾斜地崩壊危険区域の状況を把握し、
整理を行った上で、町の対策を検討する

メロディチャイムは同報系防災行政無線が正常に稼働しているか
毎日テストするのが目的のため、曲を変更する予定はない

急傾斜地の危険な草刈りを町でお願いできないか

　
私
の
住
む
豊
田
４

区
で
は
、昨
年
度
か

ら「
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区

域
」の
約
３
分
の
１
の
草
刈
り

は
、作
業
が
あ
ま
り
に
危
険
な

た
め
、と
う
と
う
放
置
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、こ
の
夏
に
放

置
し
た「
急
傾
斜
地
」の
下
の

建
物
に
、つ
る
草
が
屋
根
全

体
に
覆
い
か
ぶ
さ
り
、大
変

な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

　
草
刈
り
作
業
は
、そ
こ
に

住
む
住
民
が
力
を
あ
わ
せ
て

す
る
べ
き
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
が「
危
険
な
箇
所
」に
つ

い
て
は
、町
で
対
応
し
て
頂

け
な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

①
日
野
町
の「
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
区
域
」の
件
数
を
地

域
別
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、砂
防
事
業
や
治
山
事

業
等
に
つ
い
て
事
業
別
に
伺

い
ま
す
。

②
日
野
町
の「
急
傾
斜
地
」の

危
険
な
草
刈
り
作
業
に
つ
い

て
、町
は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
。ま
た
、地
元
か
ら
の
相

談
や
要
望
は
な
か
っ
た
か
。

県
や
町
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

③
豊
田
４
区
の
よ
う
な
事
例

は
、他
の
地
域
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。こ
れ
ま
で「
急
傾
斜

地
」の
工
事
で「
草
刈
り
作
業

が
困
難
な
足
場
の
な
い
箇

所
」は
、町
内
に
ど
れ
ぐ
ら
い

あ
り
ま
す
か
。

④
町
は「
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
区
域
」等
の
草
刈
り
作
業

に
つ
い
て
、現
場
確
認
の
上
、

町
が
基
準
を
定
め「
地
域
指

定
制
度
」を
策
定
し
て
、町
の

責
任
で
対
応
し
て
も
ら
え
な

い
か
伺
い
ま
す
。

要
望
と
し
て

　
豊
田
４
区
の
急
傾
斜

地
は
、現
在
、町
が
実
施

さ
れ
て
い
る
１
箇
所
と

同
様
に
危
険
な
箇
所
と

し
て「
地
域
指
定
」し
て

頂
き
た
い
。さ
ら
に
、他

の
同
様
な
地
域
に
お
い

て
も「
地
域
指
定
」の
上
、

町
に
よ
る
草
刈
り
を
お

願
い
し
た
い
。

川
かわ

東
ひがし

 昭
あき

男
お

 議員

▲

豊
田
４
区
の
急
傾
斜
地

　（
下
か
ら
見
る
）

▲

豊
田
４
区
の
急
傾
斜
地

　（
上
か
ら
見
る
）

松
尾
公
園
の
カ
リ
ヨ
ン
ベ
ル
と
し
て
利
用
を
継
続
し
て
い
く

松
尾
公
園
に
あ
る
カ
リ
ヨ
ン
ベ
ル
を
大
谷
公
園
に
移
設
で
き
な
い
か

メロディチャイムの曲を四季に合わせて変えてはどうか

　
こ
の
質
問
は
６
年

前
に
も
「
メ
ロ
デ
ィ

チ
ャ
イ
ム
の
曲
が
30
年
間
変

わ
っ
て
な
い
よ
う
に
思
う
が

ど
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
一

般
質
問
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
答
弁
で
は
、「
曲
は

４
曲
鳴
ら
し
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
も
し
て
い
る
。
曲
は
各
地

域
に
お
い
て
決
定
い
た
だ
い

て
お
り
、
区
長
会
等
で
要
望

が
あ
れ
ば
対
応
す
る
」
と
の

答
弁
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
は
区
長
は

毎
年
代
わ
っ
て
お
り
、
区
長

の
多
く
は
こ
の
こ
と
を
知
ら

な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ

う
し
た
申
し
出
は
無
い
か
と

思
い
ま
す
。
こ
の
質
問
以
来

６
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
区

長
会
か
ら
曲
目
の
変
更
に
つ

い
て
要
望
が
あ
っ
た
の
か
ど

う
か
伺
い
ま
す
。

　
次
に
要
望
が
な
い
た
め
今

ま
で
同
じ
曲
を
鳴
ら
し
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
区

長
会
に
問
い
か
け
る
と
か
、

当
局
か
ら
進
ん
で
曲
の
変
更

を
考
え
、
定
期
的
に
変
え
て

い
く
と
い
う
姿
勢
が
あ
れ
ば

と
思
う
の
で
す
が
ど
う
か
。

　
松
尾
公
園
に
あ
る

カ
リ
ヨ
ン
ベ
ル
は
、

メ
ロ
デ
ィ
チ
ャ
イ
ム
と
同
様

に
今
か
ら
36
年
前
の
平
成
元

年
、
竹
下
登
内
閣
が
行
っ
た

「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域

づ
く
り
事
業
」、
い
わ
ゆ
る

通
称
「
ふ
る
さ
と
創
生
１
億

円
事
業
」
に
よ
り
設
置
さ
れ

た
も
の
で
す
。
日
野
町
で
は

住
民
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
募
集

さ
れ
、
選
考
委
員
会
で
選
ば

れ
た
結
果
こ
れ
ら
に
決
ま
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
当
時
と
し
て
は
、

松
尾
公
園
に
設
置
す
る
こ
と

が
最
善
の
策
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
そ
れ
は
将
来
松
尾
公

園
を
多
く
の
町
民
が
利
用
す

る
だ
ろ
う
と
の
予
測
が
あ
っ

た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
現
実
は
大
谷

公
園
と
比
較
す
る
と
利
用
者

が
少
な
い
の
が
現
実
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
多
く
の
町
民
が
集

ま
る
大
谷
公
園
の
一
角
に
移

せ
ば
、
多
く
の
利
用
者
に
そ

の
メ
ロ
デ
ィ
を
聞
い
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
曲
目
は
30
曲
あ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
季
節

に
ふ
さ
わ
し
い
曲
を
流
す
こ

と
で
季
節
感
が
出
せ
る
し
、

公
園
の
利
用
者
も
ス
ポ
ー
ツ

で
の
緊
張
感
を
一
時
和
ら
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

大
谷
公
園
ら
し
く
ス
ポ
ー
ツ

に
関
係
の
あ
る
曲
を
流
す
の

も
一
つ
の
演
出
で
す
。
例
え

ば
『
栄
冠
は
君
に
輝
く
』
と

か
、
甲
子
園
の
高
校
野
球
で

流
れ
て
い
る
曲
な
ど
も
好
ま

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う

し
た
曲
も
追
加
し
て
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

松
尾
公
園
に
設
置

の
カ
リ
ヨ
ン
ベ
ル

は
、
定
刻
の
時
間
に
な
る
と

ベ
ル
の
音
色
で
曲
が
流
れ
、

公
園
や
近
隣
施
設
の
利
用

者
、
ま
た
近
く
の
住
民
に
も

メ
ロ
デ
ィ
と
し
て
時
刻
を
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
元
年
に
設
置
し
て
か

ら
年
月
が
経
ち
、
今
で
は
松

尾
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在

と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
人

に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
今

後
も
松
尾
公
園
の
カ
リ
ヨ
ン

ベ
ル
と
し
て
利
用
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

①
日
野
町
の「
急
傾

斜
地
崩
壊
危
険
区

域
」は
47
集
落
。工
事
で
整
備

し
た
件
数
は
、東
桜
谷
地
区

で
65
件
、西
桜
谷
地
区
で
３

件
、南
比
都
佐
地
区
で
34
件
、

必
佐
地
区
で
31
件
、日
野
地

区
で
５
件
、西
大
路
地
区
で

18
件
の
合
計
１
５
６
件
。

　
ま
た
、治
山
工
事
は
68
件
。

砂
防
事
業
は
43
件
あ
る
が
、

河
川
の
上
流
部
で
の
工
事
で
、

家
に
近
接
す
る
箇
所
は
な
い
。

②「
急
傾
斜
地
」の
法
面
を
植

生
工
法
で
整
備
し
た
箇
所
な

ど
は
危
険
な
と
こ
ろ
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。ま
た
、同

様
な
状
況
の
地
域
か
ら
の
要

望
を
受
け
、対
応
し
た
事
例

が
あ
る
。

　
県
や
町
の
対
応
は
、急
傾

斜
施
設
の
一
部
が
破
損
す
る

な
ど
修
繕
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、随
時
、修
繕
の
対
応
を

し
て
お
り
、現
場
の
状
況
に

あ
わ
せ
対
応
し
て
い
る
。

③
豊
田
４
区
の
急
傾
斜
地
は
、

ブ
ロ
ッ
ク
積
工
法
の
上
に
法

枠
工
法
が
あ
り
、さ
ら
に
法

枠
工
法
の
表
面
に
防
草
シ
ー

ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
、特

　
３
点
目
に
曲
目
は
何
曲
収

納
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た

日
野
町
に
は
日
野
が
生
ん
だ

日
本
の
作
詞
家
、
細
川
雄
太

郎
氏
が
作
詞
さ
れ
た
『
綿
向

山（
わ
た
む
き
）賛
歌
』や『
ち

ん
か
ら
峠
』
な
ど
の
曲
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
曲
や
、

さ
ら
に
は
『
青
い
目
の
人
形
』、

『
日
野
小
唄
』
な
ど
、
日
野

町
に
ま
つ
わ
る
曲
を
流
し
て

は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　
１
点
目
の
区
長
会

か
ら
の
曲
の
変
更
の

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
２
点
目
の
定
期
的
な
曲
目

の
変
更
に
つ
い
て
は
、
こ
の

同
報
系
防
災
行
政
無
線
は
主

に
災
害
発
生
時
等
の
情
報
伝

達
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、

装
置
や
ス
ピ
ー
カ
ー
が
常
時

正
常
に
稼
働
し
て
い
る
か
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
不
具

合
が
あ
っ
た
場
合
に
は
早
期

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
毎
日

決
ま
っ
た
時
間
に
テ
ス
ト
放

送
と
し
て
メ
ロ
デ
ィ
チ
ャ
イ

ム
を
流
し
て
い
る
も
の
。
よ

っ
て
曲
目
の
変
更
は
考
え
て

髙
たか

橋
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殊
な
現
場
で
あ
る
。町
内
の
状

況
は
今
後
調
査
し
た
い
。

④
現
在
、町
で
は
整
備
さ
れ

た
箇
所
の
現
状
や
管
理
状
況

は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
ま
ず
は
、急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
の
状
況
を
把
握
し
、

整
理
を
行
っ
た
上
で
、町
の

対
策
を
検
討
す
る
。

　
再
・
再
々
質
問
を

通
じ
て
、県
は
、他
に

「
草
刈
り
さ
れ
て
い
る
箇
所

は
な
い
」と
い
い
、町
も「
豊

田
４
区
の
急
傾
斜
地
は
、特

殊
な
箇
所
だ
」と
答
弁
。ま
た

「
町
の
責
任
で
、草
刈
り
を
実

施
し
て
い
る
箇
所
が
１
箇
所

あ
る
」と
の
答
弁
で
す
が
、豊

田
４
区
も
こ
の
１
箇
所
と
同

様
で
は
な
い
の
か
。見
解
を

伺
い
ま
す
。

い
ま
せ
ん
。

　
３
点
目
の
曲
目
数
は
９
曲

あ
り
、
日
野
町
に
ま
つ
わ
る

曲
の
要
望
に
つ
い
て
は
区
長

会
や
地
区
運
営
委
員
会
で
協

議
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
町
内
の
急
傾
斜
事

業
で
整
備
さ
れ
た
箇

所
は
、昭
和
50
年
代
か
ら
平

成
10
年
代
に
か
け
て
大
半
が

整
備
さ
れ
て
い
る
。当
時
と

状
況
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
た
め
、現
地

を
確
認
し
、状
況
を
把
握
す

る
こ
と
で
、一
定
の
整
理
が

で
き
れ
ば
と
考
え
る
。

　
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律（
昭
和
44

年
７
月
１
日
法
律
第
57
号
、以
下「
急
傾
斜
地
法
」と
い
う
。）第
３
条

に
基
づ
き
、関
係
市
町
村
長（
特
別
区
の
長
を
含
む
）の
意
見
を
き
い

て
、都
道
府
県
知
事
が
指
定
し
た
区
域
で
す
。

⑴�

崩
壊
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
急
傾
斜
地（
傾
斜
度
が
30
度
以
上
の
土

地
を
い
う
。以
下
同
じ
。）で
、そ
の
崩
壊
に
よ
り
相
当
数
の
居
住

者
そ
の
他
の
者
に
被
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

⑵�

⑴
に
隣
接
す
る
土
地
の
う
ち
、急
傾
斜
地
の
崩
壊
が
助
長
・
誘
発

さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、一
定
の
行
為
制
限
の

必
要
が
あ
る
土
地
の
区
域	

［
国
土
交
通
省
］

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
と
は

次
ペ
ー
ジ
は
▼
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一 質般 問

家庭・地域・教育機関・行政が一体となり食育の推進に努める

子どもたちの食のあり方について

平和教育を通じて、命が大切にされるまちづくりを進めていきます

あれから８０年「私たちはどう生きるのか」

①
取
り
組
み
と
し
て

は
大
き
く
４
つ
あ
り
、

・
食
に
関
す
る
指
導

・
地
産
地
消
給
食
メ
ニ
ュ
ー

・
食
育
授
業

・
農
業
体
験
学
習

を
地
域
の
特
色
を
活
か
し
体

験
学
習
を
す
る
こ
と
で
命
の

尊
さ
や
食
の
大
切
さ
を
学
ん

で
い
る
。

②
食
育
の
学
び
が「
学
校
・
園

だ
け
の
知
識
」に
と
ど
ま
り
、

持
続
可
能
な
食
育
へ
の
意
識

が
普
段
の
生
活
の
中
に
十
分

浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
課

題
で
あ
り
、今
後
は
、保
護
者
、

地
域
へ
の
広
報
や
各
公
民
館

な
ど
へ
働
き
か
け
を
す
る
。

　
８
月
15
日
正
午
、

全
国
戦
没
者
追
悼
式

の
模
様
を
観
な
が
ら
子
ど
も

と
と
も
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
た
。こ
の
間
、放
映
さ
れ
た

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
作
の「
火

垂
る
の
墓
」「
君
た
ち
は
ど
う

生
き
る
か
」な
ど
は
戦
争
と

人
間
の
生
き
方
が
描
写
さ
れ

て
お
り
全
世
代
に
訴
え
か
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
で
の
平
和

学
習
は
S
D
G
s
に
お
い
て

も
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。青
年
団
で
は
平
和
を
希

求
し
た
青
年
大
会
、広
島・長

崎
で
の
式
典
参
加
や
平
和
集

会
な
ど
多
く
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。戦
後
80
年

と
な
る
今
、住
民
・
行
政
・
関

係
者
を
は
じ
め
、全
世
代
で

こ
れ
か
ら
の
時
代
の
平
和
に

つ
い
て
の
学
び
を
再
考
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

お
聞
き
し
ま
す
。

①
戦
後
80
年
を
町
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
か
。

②
教
育
を
含
め
た
こ
れ
か
ら

の
平
和
行
政
の
在
り
方
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

日
野
町
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
持
続
可
能
性

「
誇
り
」と「
愛
着
」が
持
て
る
ま
ち
日
野
町
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す

錦
にしき

戸
ど

 由
ゆ

佳
か

 議員

　
私
た
ち
が
暮
ら
す

町
の
魅
力
を
継
続
的

に
ど
う
発
信
す
る
か
は
こ
れ

か
ら
の
自
治
体
運
営
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
重
要
と
な
り
ま
す
。
自
治

体
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
効
果

と
し
て
「
地
域
の
長
所
・
弱

点
を
明
確
化
で
き
る
」
と
い

う
点
で
は
、
良
い
と
こ
ろ
だ

け
で
は
な
く
悪
い
と
こ
ろ
を

単
な
る
知
識
や
印
象
で
は
な

く
、
言
語
化
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
使
え
る
手
段
の

幅
が
広
い
」
と
い
う
観
点
か

ら
は
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
比
べ
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
な
る
層
の
決
め
方
、
打
ち

出
す
魅
力
の
作
り
方
次
第
で

選
択
肢
が
無
限
大
に
広
が
り

ま
す
。
特
に
自
治
体
が
保
有

す
る
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
の
運
用
と
い
う
様
々

な
手
法
の
中
で
戦
略
的
に
有

効
で
す
。
各
市
町
村
ご
と
に

選
ば
れ
、
認
め
ら
れ
る
点
は

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
、
気
候

的
な
話
や
歴
史
・
文
化
、
公

共
交
通
や
そ
の
町
に
住
む
人

の
気
質
な
ど
色
々
な
こ
と
に

学
び
、
生
活
に
溶
け
込
ん
だ

仕
組
み
つ
く
り
が
で
き
ま
す
。

近
江
日
野
商
人
の
魂
を
受
け

継
ぐ
日
野
町
的
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
今
一
度
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
踏
ま
え
て
お
聞
き
し
ま
す
。

①
当
町
の
強
み
と
弱
み
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

②
自
治
体
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
と
成
果
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。

　
現
状
を
踏
ま
え
て

①
当
町
の
強
み
は
豊

か
な
自
然
や
歴
史
文
化
、日

野
菜
や
お
米
を
中
心
と
し
た

農
林
業
、ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
性
を
活
か
し
た
地
区
公

民
館
活
動
や
自
治
会
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

一
方
、地
方
の
自
治
体
全
般

と
同
じ
く
、人
口
減
少
の
進

行
、空
家
の
増
加
や
各
業
種

の
人
材
不
足
な
ど
が
課
題
と

捉
え
て
い
ま
す
。

②
昨
年
策
定
さ
れ
た「
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
」を

中
心
に
歴
史
文
化
を
最
大
限

生
か
し
、教
育
の
分
野
や
ま

ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。さ
ら
に
近
江
日

野
商
人
の
つ
な
が
り
か
ら
北

関
東
を
中
心
に
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
い
ま
す
。今
後

は
関
係
機
関
と
の
連
携
や
効

果
的
な
発
信
を
意
識
し
、外

部
だ
け
で
は
な
く
日
野
に
住

む
人
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

※
１�
地
域
内
で
限
り
あ
る
資
源

を
無
駄
な
く
使
い
、発
生

す
る
廃
棄
物
を
最
小
限
に

抑
え
つ
つ
、リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
で
資
源
を
循
環
さ
せ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
も
目

指
す
持
続
可
能
な
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
。

▶
給
食
だ
よ
り（
９
月
号
）

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

要
望
と
し
て

　
今
後
も
引
き
続
き
、ど
の

町
に
も
負
け
な
い
給
食
、食

育
に
努
め
、さ
ら
に
新
こ
ど

も
園
の
開
園
が
町
へ
の
移

住
定
住
に
も
繋
が
る
よ
う

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

要
望
と
し
て

　
さ
ら
に
残
渣
を
減
ら
せ

る
よ
う
、
幼
児
期
か
ら
取

り
組
み
や
す
く
す
る
た
め

に
「
一
口
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

や
「
野
菜
を
花
形
に
カ
ッ

ト
す
る
」、「
ロ
ン
グ
給
食

時
間
」
を
設
け
る
な
ど
、

子
ど
も
達
が
給
食
を
楽
し

み
な
が
ら
食
育
に
取
り
組

め
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

現
状
を
踏
ま
え
て

①
終
戦
か
ら
80
年
と

い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
あ

り
、過
去
の
戦
争
の
記
憶
・
記

録
を
次
世
代
に
確
実
に
継
承

し
平
和
な
暮
ら
し
を
未
来
に

引
き
継
ぐ
思
い
を
再
確
認
す

べ
き
年
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。８
月
24
日
に
開
催
し

た
平
和
祈
念
式
典
お
よ
び
戦

争
の
記
憶
展
を
は
じ
め
、町
内

で
の
各
種
企
画
展
を
通
じ
て

よ
り
多
く
の
方
々
に
平
和
文

化
を
共
有
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
学
校
教
育
に
お
い
て
平
和

教
育
は
児
童・生
徒
が
人
権
を

尊
重
し
、他
者
と
の
共
生
を
図

る
力
を
育
む
た
め
の
基
盤
的

な
教
育
で
あ
り
ま
す
。社
会
教

育
に
お
い
て
も
人
権
教
育
と

し
て
の
根
幹
の
部
分
を
未
来

に
繋
ぐ
重
要
な
役
割
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。町
民
憲

章
に
あ
る「
わ
た
く
し
達
日
野

町
民
は
、平
和
を
愛
し
住
み
よ

い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」を

胸
に
刻
み
、人
が
そ
れ
ぞ
れ
に

尊
重
さ
れ
、大
切
に
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

③
地
場
産
品
の
提
供
に
も
力

を
入
れ
、残
渣
は
生
ご
み
処

理
機
で
堆
肥
化
し
、役
場
で

配
布
し
て
お
り
、し
く
み
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
。

④
栄
養
士
・
調
理
員
が
、常
に

子
ど
も
目
線
で
メ
ニ
ュ
ー
や

調
理
方
法
の
工
夫
、改
善
に

努
め
て
い
る
こ
と
、給
食
指

導
に
よ
り
成
果
が
出
て
い
る

と
考
え
る
。

⑤
地
場
産
活
用
を
進
め
る

中
、
大
き
な
影
響
が
あ
る
と

考
え
、
給
食
に
提
供
し
て
い

た
だ
く
野
菜
に
つ
い
て
は
現

在
、
事
前
に
希
望
す
る
物
を

伝
え
生
産
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
今
後
は
生
産
者
の

方
が
提
供
し
て
い
た
だ
き
や

す
い
取
り
組
み
や
農
林
課
、

J
A
と
も
連
携
し
農
業
者

育
成
を
進
め
て
い
き
た
い
。

⑥
調
理
室
の
環
境
は
順
次
整

え
て
い
る
が
、
近
年
の
猛
暑

に
よ
る
負
担
は
あ
る
。
調
理

員
が
休
ま
れ
る
場
合
の
代
替

は
ス
ポ
ッ
ト
調
理
員
で
対
応

し
て
い
る
。
ス
ポ
ッ
ト
調
理

員
に
つ
い
て
は
登
録
人
数
を

増
や
す
た
め
に
も
募
集
を
継

続
し
て
行
う
。

⑦
大
人
数
の
調
理
を
行
い
、

避
難
者
へ
の
温
か
い
食
事
提

供
が
出
来
る
た
め
、
災
害
発

生
時
に
は
非
常
に
有
効
で
あ

る
。
調
理
場
に
は
食
材
の
ス

ト
ッ
ク
は
な
い
為
、
町
の
備

蓄
品
な
ど
で
対
応
す
る
。

⑧
現
時
点
で
は
０
～
５
歳
ま

で
の
園
児
に
対
し
、
自
園
調

理
に
よ
る
提
供
を
考
え
て
い

る
。

　
給
食
に
関
わ
る
者
が
連
携

し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

安
心
、
安
全
な
給
食
提
供
と

な
る
よ
う
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
対
応
を
し
て
い
く
。

要
望
と
し
て

　
災
害
時
に
温
か
い
食
事

提
供
が
出
来
る
こ
と
は
住

民
に
と
っ
て
と
て
も
あ
り

が
た
い
こ
と
で
あ
る
。日
頃

か
ら
災
害
時
に
備
え
、調
理

場
を
使
っ
た
防
災
訓
練
な

ど
も
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

▶
給
食
だ
よ
り
二
次
元
コ
ー
ド

▶
堆
肥
配
布
場
所

	

（
１
階
出
納
室
前
）

　
食
育
は
幼
少
期
か

ら
の
取
り
組
み
が
大

人
に
な
っ
て
か
ら
も
食
習
慣

に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と

考
え
る
が
、
町
の
食
育
へ
の

取
り
組
み
は
い
か
が
か
。

①
学
校
教
育
で
の
食
育
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

②
今
現
在
、
食
育
に
お
け
る

一
番
大
き
な
課
題
は
。

③
学
校
給
食
が
地※

1
域
循
環
型

社
会
の
構
築
に
貢
献
出
来
る

の
で
は
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

④
調
理
く
ず
と
食
べ
残
し
を

減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
や

成
果
は
。

⑤
今
後
、
農
業
衰
退
が
懸
念

さ
れ
る
が
学
校
給
食
に
与
え

る
影
響
は
。

⑥
給
食
調
理
員
の
職
場
環
境

は
い
か
が
か
。

⑦
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い

る
各
学
校
に
調
理
場
が
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

⑧
令
和
10
年
開
園
予
定
の
新

こ
ど
も
園
で
の
給
食
提
供
は

現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

家庭・地域・教育機関・行政が一体となり食育の推進に努める

子どもたちの食のあり方について

平和教育を通じて、命が大切にされるまちづくりを進めていきます

あれから８０年「私たちはどう生きるのか」

①
取
り
組
み
と
し
て

は
大
き
く
４
つ
あ
り
、

・
食
に
関
す
る
指
導

・
地
産
地
消
給
食
メ
ニ
ュ
ー

・
食
育
授
業

・
農
業
体
験
学
習

を
地
域
の
特
色
を
活
か
し
体

験
学
習
を
す
る
こ
と
で
命
の

尊
さ
や
食
の
大
切
さ
を
学
ん

で
い
る
。

②
食
育
の
学
び
が「
学
校
・
園

だ
け
の
知
識
」に
と
ど
ま
り
、

持
続
可
能
な
食
育
へ
の
意
識

が
普
段
の
生
活
の
中
に
十
分

浸
透
し
て
い
な
い
こ
と
が
課

題
で
あ
り
、今
後
は
、保
護
者
、

地
域
へ
の
広
報
や
各
公
民
館

な
ど
へ
働
き
か
け
を
す
る
。

　
８
月
15
日
正
午
、

全
国
戦
没
者
追
悼
式

の
模
様
を
観
な
が
ら
子
ど
も

と
と
も
に
黙
と
う
を
捧
げ
ま

し
た
。こ
の
間
、放
映
さ
れ
た

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
作
の「
火

垂
る
の
墓
」「
君
た
ち
は
ど
う

生
き
る
か
」な
ど
は
戦
争
と

人
間
の
生
き
方
が
描
写
さ
れ

て
お
り
全
世
代
に
訴
え
か
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
で
の
平
和

学
習
は
S
D
G
s
に
お
い
て

も
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。青
年
団
で
は
平
和
を
希

求
し
た
青
年
大
会
、広
島・長

崎
で
の
式
典
参
加
や
平
和
集

会
な
ど
多
く
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。戦
後
80
年

と
な
る
今
、住
民
・
行
政
・
関

係
者
を
は
じ
め
、全
世
代
で

こ
れ
か
ら
の
時
代
の
平
和
に

つ
い
て
の
学
び
を
再
考
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

お
聞
き
し
ま
す
。

①
戦
後
80
年
を
町
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
か
。

②
教
育
を
含
め
た
こ
れ
か
ら

の
平
和
行
政
の
在
り
方
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

日
野
町
的
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
持
続
可
能
性

「
誇
り
」と「
愛
着
」が
持
て
る
ま
ち
日
野
町
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す

錦
にしき

戸
ど

 由
ゆ

佳
か

 議員

　
私
た
ち
が
暮
ら
す

町
の
魅
力
を
継
続
的

に
ど
う
発
信
す
る
か
は
こ
れ

か
ら
の
自
治
体
運
営
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
重
要
と
な
り
ま
す
。
自
治

体
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
効
果

と
し
て
「
地
域
の
長
所
・
弱

点
を
明
確
化
で
き
る
」
と
い

う
点
で
は
、
良
い
と
こ
ろ
だ

け
で
は
な
く
悪
い
と
こ
ろ
を

単
な
る
知
識
や
印
象
で
は
な

く
、
言
語
化
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
使
え
る
手
段
の

幅
が
広
い
」
と
い
う
観
点
か

ら
は
企
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
比
べ
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
な
る
層
の
決
め
方
、
打
ち

出
す
魅
力
の
作
り
方
次
第
で

選
択
肢
が
無
限
大
に
広
が
り

ま
す
。
特
に
自
治
体
が
保
有

す
る
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

S
N
S
の
運
用
と
い
う
様
々

な
手
法
の
中
で
戦
略
的
に
有

効
で
す
。
各
市
町
村
ご
と
に

選
ば
れ
、
認
め
ら
れ
る
点
は

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
り
、
気
候

的
な
話
や
歴
史
・
文
化
、
公

共
交
通
や
そ
の
町
に
住
む
人

の
気
質
な
ど
色
々
な
こ
と
に

学
び
、
生
活
に
溶
け
込
ん
だ

仕
組
み
つ
く
り
が
で
き
ま
す
。

近
江
日
野
商
人
の
魂
を
受
け

継
ぐ
日
野
町
的
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
今
一
度
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
踏
ま
え
て
お
聞
き
し
ま
す
。

①
当
町
の
強
み
と
弱
み
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

②
自
治
体
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
内

容
と
成
果
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
か
。

　
現
状
を
踏
ま
え
て

①
当
町
の
強
み
は
豊

か
な
自
然
や
歴
史
文
化
、日

野
菜
や
お
米
を
中
心
と
し
た

農
林
業
、ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
性
を
活
か
し
た
地
区
公

民
館
活
動
や
自
治
会
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

一
方
、地
方
の
自
治
体
全
般

と
同
じ
く
、人
口
減
少
の
進

行
、空
家
の
増
加
や
各
業
種

の
人
材
不
足
な
ど
が
課
題
と

捉
え
て
い
ま
す
。

②
昨
年
策
定
さ
れ
た「
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
」を

中
心
に
歴
史
文
化
を
最
大
限

生
か
し
、教
育
の
分
野
や
ま

ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。さ
ら
に
近
江
日

野
商
人
の
つ
な
が
り
か
ら
北

関
東
を
中
心
に
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
行
い
ま
す
。今
後

は
関
係
機
関
と
の
連
携
や
効

果
的
な
発
信
を
意
識
し
、外

部
だ
け
で
は
な
く
日
野
に
住

む
人
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

※
１�

地
域
内
で
限
り
あ
る
資
源

を
無
駄
な
く
使
い
、発
生

す
る
廃
棄
物
を
最
小
限
に

抑
え
つ
つ
、リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
で
資
源
を
循
環
さ
せ
、

地
域
経
済
の
活
性
化
も
目

指
す
持
続
可
能
な
シ
ス
テ

ム
の
こ
と
。

▶
給
食
だ
よ
り（
９
月
号
）

福
ふく

永
なが

 晃
あき

仁
ひと

 議員

要
望
と
し
て

　
今
後
も
引
き
続
き
、ど
の

町
に
も
負
け
な
い
給
食
、食

育
に
努
め
、さ
ら
に
新
こ
ど

も
園
の
開
園
が
町
へ
の
移

住
定
住
に
も
繋
が
る
よ
う

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

要
望
と
し
て

　
さ
ら
に
残
渣
を
減
ら
せ

る
よ
う
、
幼
児
期
か
ら
取

り
組
み
や
す
く
す
る
た
め

に
「
一
口
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

や
「
野
菜
を
花
形
に
カ
ッ

ト
す
る
」、「
ロ
ン
グ
給
食

時
間
」
を
設
け
る
な
ど
、

子
ど
も
達
が
給
食
を
楽
し

み
な
が
ら
食
育
に
取
り
組

め
る
よ
う
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

現
状
を
踏
ま
え
て

①
終
戦
か
ら
80
年
と

い
う
大
き
な
節
目
の
年
で
あ

り
、過
去
の
戦
争
の
記
憶
・
記

録
を
次
世
代
に
確
実
に
継
承

し
平
和
な
暮
ら
し
を
未
来
に

引
き
継
ぐ
思
い
を
再
確
認
す

べ
き
年
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。８
月
24
日
に
開
催
し

た
平
和
祈
念
式
典
お
よ
び
戦

争
の
記
憶
展
を
は
じ
め
、町
内

で
の
各
種
企
画
展
を
通
じ
て

よ
り
多
く
の
方
々
に
平
和
文

化
を
共
有
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
学
校
教
育
に
お
い
て
平
和

教
育
は
児
童・生
徒
が
人
権
を

尊
重
し
、他
者
と
の
共
生
を
図

る
力
を
育
む
た
め
の
基
盤
的

な
教
育
で
あ
り
ま
す
。社
会
教

育
に
お
い
て
も
人
権
教
育
と

し
て
の
根
幹
の
部
分
を
未
来

に
繋
ぐ
重
要
な
役
割
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。町
民
憲

章
に
あ
る「
わ
た
く
し
達
日
野

町
民
は
、平
和
を
愛
し
住
み
よ

い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」を

胸
に
刻
み
、人
が
そ
れ
ぞ
れ
に

尊
重
さ
れ
、大
切
に
さ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

③
地
場
産
品
の
提
供
に
も
力

を
入
れ
、残
渣
は
生
ご
み
処

理
機
で
堆
肥
化
し
、役
場
で

配
布
し
て
お
り
、し
く
み
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
考
え

る
。

④
栄
養
士
・
調
理
員
が
、常
に

子
ど
も
目
線
で
メ
ニ
ュ
ー
や

調
理
方
法
の
工
夫
、改
善
に

努
め
て
い
る
こ
と
、給
食
指

導
に
よ
り
成
果
が
出
て
い
る

と
考
え
る
。

⑤
地
場
産
活
用
を
進
め
る

中
、
大
き
な
影
響
が
あ
る
と

考
え
、
給
食
に
提
供
し
て
い

た
だ
く
野
菜
に
つ
い
て
は
現

在
、
事
前
に
希
望
す
る
物
を

伝
え
生
産
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
今
後
は
生
産
者
の

方
が
提
供
し
て
い
た
だ
き
や

す
い
取
り
組
み
や
農
林
課
、

J
A
と
も
連
携
し
農
業
者

育
成
を
進
め
て
い
き
た
い
。

⑥
調
理
室
の
環
境
は
順
次
整

え
て
い
る
が
、
近
年
の
猛
暑

に
よ
る
負
担
は
あ
る
。
調
理

員
が
休
ま
れ
る
場
合
の
代
替

は
ス
ポ
ッ
ト
調
理
員
で
対
応

し
て
い
る
。
ス
ポ
ッ
ト
調
理

員
に
つ
い
て
は
登
録
人
数
を

増
や
す
た
め
に
も
募
集
を
継

続
し
て
行
う
。

⑦
大
人
数
の
調
理
を
行
い
、

避
難
者
へ
の
温
か
い
食
事
提

供
が
出
来
る
た
め
、
災
害
発

生
時
に
は
非
常
に
有
効
で
あ

る
。
調
理
場
に
は
食
材
の
ス

ト
ッ
ク
は
な
い
為
、
町
の
備

蓄
品
な
ど
で
対
応
す
る
。

⑧
現
時
点
で
は
０
～
５
歳
ま

で
の
園
児
に
対
し
、
自
園
調

理
に
よ
る
提
供
を
考
え
て
い

る
。

　
給
食
に
関
わ
る
者
が
連
携

し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

安
心
、
安
全
な
給
食
提
供
と

な
る
よ
う
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
対
応
を
し
て
い
く
。

要
望
と
し
て

　
災
害
時
に
温
か
い
食
事

提
供
が
出
来
る
こ
と
は
住

民
に
と
っ
て
と
て
も
あ
り

が
た
い
こ
と
で
あ
る
。日
頃

か
ら
災
害
時
に
備
え
、調
理

場
を
使
っ
た
防
災
訓
練
な

ど
も
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

▶
給
食
だ
よ
り
二
次
元
コ
ー
ド

▶
堆
肥
配
布
場
所

	

（
１
階
出
納
室
前
）

　
食
育
は
幼
少
期
か

ら
の
取
り
組
み
が
大

人
に
な
っ
て
か
ら
も
食
習
慣

に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
と

考
え
る
が
、
町
の
食
育
へ
の

取
り
組
み
は
い
か
が
か
。

①
学
校
教
育
で
の
食
育
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

②
今
現
在
、
食
育
に
お
け
る

一
番
大
き
な
課
題
は
。

③
学
校
給
食
が
地※

1
域
循
環
型

社
会
の
構
築
に
貢
献
出
来
る

の
で
は
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

④
調
理
く
ず
と
食
べ
残
し
を

減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み
や

成
果
は
。

⑤
今
後
、
農
業
衰
退
が
懸
念

さ
れ
る
が
学
校
給
食
に
与
え

る
影
響
は
。

⑥
給
食
調
理
員
の
職
場
環
境

は
い
か
が
か
。

⑦
指
定
避
難
所
と
な
っ
て
い

る
各
学
校
に
調
理
場
が
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

⑧
令
和
10
年
開
園
予
定
の
新

こ
ど
も
園
で
の
給
食
提
供
は

現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

　
令
和
４
年
、
我
が

ふ
る
里
で
あ
る
鎌
掛

の
地
で
発
見
さ
れ
た
日
野
菜

が
農
林
水
産
省
の
地
理
的
表

示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
の
認

証
を
受
け
、
鎌
掛
の
地
域
と

し
て
も
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
生
産
体
制

を
み
れ
ば
生
産
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
在
、
将
来
に
向
け

た
生
産
体
制
の
脆
弱
さ
な
ど
、

課
題
は
山
積
し
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
鎌
掛
地
区
で
は
、
地
域
住

民
だ
け
で
な
く
広
く
地
域
内

外
の
方
々
に
呼
び
か
け
、
一

人
一
畝う

ね
の
日
野
菜
を
栽
培
す

る
「
ひ
と
う
ね
運
動
」
に
取

り
組
み
、
住
民
が
支
え
合
い

な
が
ら
日
野
菜
の
生
産
振
興

と
地
域
の
誇
り
を
次
の
世
代

に
受
け
継
い
で
い
け
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
Ｇ
Ｉ
認
証
か
ら
３
年
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
改

め
て
日
野
菜
振
興
に
か
け
る

町
の
考
え
を
伺
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

①
過
去
５
年
間
（
令
和
２
年

～
６
年
）
に
お
け
る
日
野
菜

生
産
量
、
生
産
者
数
は
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

②
令
和
７
年
の
日
野
菜
生
産

量
、
生
産
者
数
の
見
込
み
は

い
か
が
か
。
今
年
は
猛
暑
と

降
水
量
不
足
で
播は

種し
ゅ
作
業
が

思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た

と
聞
い
て
お
り
、
減
量
に
な

る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。

気
候
変
動
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
生
産
者
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
指

導
員
、
町
の
よ
り
一
層
の
協

力
を
願
い
た
い
が
ど
う
か
。

③
日
野
菜
の
種
子
は
古
く
よ

り
深
山
口
の
地
で
連
綿
と
厳

正
に
守
り
、
受
け
継
が
れ
て

き
て
い
る
が
、
過
去
５
年
間

（
令
和
２
年
～
６
年
）
の
種

子
生
産
量
の
状
況
は
、
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

④
令
和
７
年
度
か
ら
、
Ｊ
Ａ
、

町
、
県
に
よ
る
日
野
菜
生
産

モ
デ
ル
事
業
が
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、
鎌
掛
の
「
農
事
組

合
法
人
フ
ァ
ー
ム
か
や
の
」

も
、
ほ
場
の
提
供
な
ど
に
協

力
さ
れ
て
い
る
。
モ
デ
ル
事

業
の
目
的
、
事
業
期
間
や
事

業
内
容
な
ど
を
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

今後も生産者に寄り添い、生産者、生産量を増やしていきたい

近江日野産日野菜の生産振興について

新
こ
ど
も
園
の
園
舎
は
3
，２
0
０
㎡
必
要
か

①
国
は
令
和
８
年
度

に
小
学
校
給
食
費
無

償
化
の
予
算
計
上
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
日
野
町
に
お

い
て
令
和
８
年
度
か
ら
給
食

費
の
無
償
化
を
実
現
す
る
の

か
伺
い
ま
す
。

②
就
学
援
助
の
対
象
と
な
る

境
界
よ
り
収
入
が
少
し
多
い

為
に
給
付
対
象
か
ら
外
さ
れ

る
家
庭
に
対
し
て
、
給
食
費

の
無
償
化
が
実
現
す
る
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
、
準
要
保

護
の
定
義
1
・
2
倍
を
1
・

5
倍
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

③
就
学
援
助
金
を
準
要
保
護

定
義
の
1
・
3
倍
に
し
た
ら

76
人
が
対
象
と
な
り
、
一
人

７
万
円
で
計
算
す
る
と
、
１	

０
５
万
円
の
増
額
、
１
．
５

倍
に
し
た
ら
90
人
が
対
象
で

2
8
7
万
円
の
増
額
に
な
る

と
昨
年
の
12
月
議
会
で
答
弁

さ
れ
ま
し
た
。
再
度
の
質
問

に
な
り
ま
す
が
給
食
費
無
償

化
が
実
現
す
る
ま
で
の
間
だ

け
で
も
就
学
援
助
の
判
定
基

準
を
1
・
3
倍
又
は
1
・
5

倍
に
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

①
現
時
点
で
は
、町

単
独
で
の
実
施
は
非

常
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
と

判
断
し
て
い
ま
す
が
、国
の

施
策
と
し
て
方
向
性
が
示
さ

れ
た
段
階
で
、無
償
化
の
対

応
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

②
就
学
援
助
費
の
判
定
基
準

を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、現
行
の
援
助
率
を
維

持
す
る
と
判
断
し
て
い
る
。

必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な

い
ご
家
庭
が
生
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、個
別
の
相
談
対

応
や
各
家
庭
の
状
況
に
応
じ

た
柔
軟
な
支
援
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

③
日
野
町
よ
り
高
い
率
で
就

学
援
助
金
を
認
定
し
て
い
る

市
町
よ
り
も
日
野
町
の
認
定

率
は
高
く
、年
々
増
え
て
い

ま
す
。平
成
17
年「
三
位
一
体

の
改
革
」で
国
庫
補
助
が
廃

①
新
こ
ど
も
園
園
舎

規
模
は
3
，2
0
0

㎡
必
要
と
回
答
さ
れ
ま
し
た

が
、こ
れ
は
廃
園
と
な
る
園

の
合
計
定
員
数
5
0
0
人
預

か
る
の
に
3
，2
0
0
㎡
必

要
な
の
で
あ
っ
て
、跡
地
を

利
用
し
よ
う
と
は
考
え
な

か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　
新
こ
ど
も
園
は
、2
8
5

人
の
定
員
な
の
で
3
，

2
0
0
㎡
は
大
き
す
ぎ
る
と

考
え
ま
す
が
、必
要
な
理
由

を
伺
い
ま
す
。

②
新
こ
ど
も
園
の
建
設
予
定

地
が
日
野
町
の
中
央
に
位
置

し
、通
園
対
象
者
が
全
町
と

な
る
こ
と
か
ら
、中
央
か
ら

離
れ
た
地
域
に
、子
育
て
世

代
が
住
居
を
た
め
ら
う
こ
と

に
な
ら
な
い
か
心
配
さ
れ
ま

す
。町
と
し
て
子
育
て
世
代

の
定
住
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

③
新
し
い
土
地
を
買
い
上
げ

て
の
新
園
舎
建
設
に
は
、高

額
な
予
算
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、幼
稚
園
の
敷
地
、

例
え
ば
日
野
幼
稚
園
な
ら

4
，8
0
0
㎡
な
の
で
3
，

2
0
0
㎡
の
園
舎
だ
け
な
ら

幼
稚
園
の
敷
地
が
利
用
で
き

る
の
で
す
が
、日
野
幼
稚
園

の
敷
地
を
利
用
し
よ
う
と
は

考
え
な
か
っ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

①
法
令
等
に
基
づ
く

各
諸
室
等
の
設
置
基

準
に
加
え
、病
後
児
保
育
室

や
職
員
休
憩
室
な
ど
新
た
な

諸
室
の
配
置
も
検
討
し
て
お

り
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
、

ま
た
保
育
者
に
と
っ
て
も
働

き
や
す
い
施
設
整
備
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

②
再
編
整
備
計
画
で
は
、新

こ
ど
も
園
の
他
、必
佐
の
こ

病
後
児
保
育
室
等
新
た
な
部
屋
も
検
討
し
て
い
る

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員 西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

　
生
産
体
制
に
対
す
る
支
援

が
な
い
と
安
心
し
て
生
産
で

き
る
体
制
が
持
続
で
き
な
い

と
考
え
る
。
日
野
菜
や
種
子

を
生
産
さ
れ
て
い
る
組
織
に

対
し
て
、
支
援
策
の
拡
大
が

で
き
な
い
か
。

①
令
和
２
年
が
32
ト

ン
、
60
名

令
和
３
年
が
46
ト
ン
、
68
名

令
和
４
年
が
32
ト
ン
、
60
名

令
和
５
年
が
27
ト
ン
、
58
名

令
和
６
年
が
20
ト
ン
、
52
名

で
あ
る
。

②
現
在
の
と
こ
ろ
、
生
産
量

が
約
25
ト
ン
か
ら
30
ト
ン
、

生
産
者
数
は
60
名
程
度
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
最
近
の
異

常
気
象
、
高
温
の
障
害
が
出

て
い
る
。
害
虫
の
発
生
に
も

悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
町
や
Ｊ

Ａ
で
定
期
的
な
ほ
場
巡
回
を

実
施
し
生
産
者
に
寄
り
添
い

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

６
年
度
か
ら
日
野
菜
生
産
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
採
用
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ

か
り
と
支
え
て
い
き
た
い
。

　
加
工
場
へ
の
出
荷
に
対
す

る
補
助
金
を
新
設
し
た
ほ

か
、
口
コ
ミ
や
声
掛
け
に
よ

り
生
産
者
を
増
や
す
努
力
も

し
て
い
る
。
今
後
も
生
産
人

数
を
増
や
し
、
生
産
量
を
増

や
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

③
令
和
２
年
が
11
・
９
kg	

	

令
和
３
年
が
46
・
３
kg

令
和
４
年
が
50
・
５
kg

令
和
５
年
が
30
・
６
kg

令
和
６
年
が
20
・
４
kg	

で
あ
る
。
原
種
に
も
高
温
障

害
に
よ
る
影
響
や
人
材
不
足

の
課
題
が
あ
る
と
聞
い
て
お

り
、
今
後
相
談
に
応
じ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

④
「
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー

ム
か
や
の
」
が
管
理
す
る
約

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
、

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
近
江
が
令
和

７
年
の
春
作
と
秋
作
の
日
野

菜
を
、
機
械
化
に
よ
る
省
力

化
や
生
産
効
率
の
向
上
に
よ

る
面
積
拡
大
の
実
証
圃
と
し

て
、
畝
立
て
同
時
播
種
に
よ

る
少
人
数
で
の
作
業
等
を
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
実

証
結
果
等
を
検
証
し
来
季
の

実
施
も
検
討
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
か
ら
も
機
械
購

入
時
の
補
助
を
し
て
い
る
ほ

か
生
産
者
の
意
欲
が
向
上
す

る
よ
う
今
年
度
か
ら
日
野
菜

加
工
場
に
出
荷
す
る
際
の
補

助
を
新
た
に
つ
く
っ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
支
援
が
よ

い
か
は
関
係
者
の
意
見
を
参

考
に
次
年
度
以
降
に
考
え
て

い
き
た
い
。

国からの具体的な方向性が示された段階で
	 	 町として無償化の対応をする

学校給食費の無償化について（その２）

止
さ
れ
た
後
は
、町
の
裁
量

で
や
っ
て
お
り
、援
助
率
を

現
状
よ
り
上
げ
る
こ
と
は
、

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

長野日野菜生産団地：
鎌掛地先、県道41号土山蒲生近江八幡線沿い
に広がる日野菜畑を指す

ど
も
園
、桜
谷
の
こ
ど
も
園
、

わ
ら
べ
保
育
園
や
、鎌
掛
、南

比
都
佐
の
小
規
模
保
育
施

設
、そ
し
て
西
大
路
に
は
子

育
て
支
援
施
設
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
と

同
様
に
保
護
者
の
通
勤
な
ど

を
考
慮
し
て
通
園
す
る
施
設

を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。今
後
も
町
内
全
域
に
お

い
て
、子
育
て
世
代
が
安
心

し
て
定
住
で
き
る
環
境
整
備

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

③
閉
園
予
定
の
幼
稚
園
や
保

育
園
の
跡
地
利
用
の
協
議
は

し
ま
し
た
が
、町
内
施
設
の

配
置
バ
ラ
ン
ス
と
駐
車
場
や

園
庭
を
考
え
る
と
ど
う
し
て

も
、１
０
，０
０
０
㎡
以
上
の

敷
地
が
必
要
と
な
り
ま
し
た

の
で
、図
書
館
の
東
側
と
北

側
の
土
地

に
新
こ
ど

も
園
を
建

設
す
る
予

定
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
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問
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一 質般 問

15 議会だより
日野町議会

2025.11.15

一 質般 問

　
令
和
４
年
、
我
が

ふ
る
里
で
あ
る
鎌
掛

の
地
で
発
見
さ
れ
た
日
野
菜

が
農
林
水
産
省
の
地
理
的
表

示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度
の
認

証
を
受
け
、
鎌
掛
の
地
域
と

し
て
も
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
生
産
体
制

を
み
れ
ば
生
産
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
在
、
将
来
に
向
け

た
生
産
体
制
の
脆
弱
さ
な
ど
、

課
題
は
山
積
し
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
鎌
掛
地
区
で
は
、
地
域
住

民
だ
け
で
な
く
広
く
地
域
内

外
の
方
々
に
呼
び
か
け
、
一

人
一
畝う

ね
の
日
野
菜
を
栽
培
す

る
「
ひ
と
う
ね
運
動
」
に
取

り
組
み
、
住
民
が
支
え
合
い

な
が
ら
日
野
菜
の
生
産
振
興

と
地
域
の
誇
り
を
次
の
世
代

に
受
け
継
い
で
い
け
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
Ｇ
Ｉ
認
証
か
ら
３
年
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
今
、
改

め
て
日
野
菜
振
興
に
か
け
る

町
の
考
え
を
伺
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

①
過
去
５
年
間
（
令
和
２
年

～
６
年
）
に
お
け
る
日
野
菜

生
産
量
、
生
産
者
数
は
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

②
令
和
７
年
の
日
野
菜
生
産

量
、
生
産
者
数
の
見
込
み
は

い
か
が
か
。
今
年
は
猛
暑
と

降
水
量
不
足
で
播は

種し
ゅ
作
業
が

思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た

と
聞
い
て
お
り
、
減
量
に
な

る
こ
と
を
心
配
し
て
い
る
。

気
候
変
動
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
生
産
者
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
指

導
員
、
町
の
よ
り
一
層
の
協

力
を
願
い
た
い
が
ど
う
か
。

③
日
野
菜
の
種
子
は
古
く
よ

り
深
山
口
の
地
で
連
綿
と
厳

正
に
守
り
、
受
け
継
が
れ
て

き
て
い
る
が
、
過
去
５
年
間

（
令
和
２
年
～
６
年
）
の
種

子
生
産
量
の
状
況
は
、
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

④
令
和
７
年
度
か
ら
、
Ｊ
Ａ
、

町
、
県
に
よ
る
日
野
菜
生
産

モ
デ
ル
事
業
が
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、
鎌
掛
の
「
農
事
組

合
法
人
フ
ァ
ー
ム
か
や
の
」

も
、
ほ
場
の
提
供
な
ど
に
協

力
さ
れ
て
い
る
。
モ
デ
ル
事

業
の
目
的
、
事
業
期
間
や
事

業
内
容
な
ど
を
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

今後も生産者に寄り添い、生産者、生産量を増やしていきたい

近江日野産日野菜の生産振興について

新
こ
ど
も
園
の
園
舎
は
3
，２
0
０
㎡
必
要
か

①
国
は
令
和
８
年
度

に
小
学
校
給
食
費
無

償
化
の
予
算
計
上
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
、
日
野
町
に
お

い
て
令
和
８
年
度
か
ら
給
食

費
の
無
償
化
を
実
現
す
る
の

か
伺
い
ま
す
。

②
就
学
援
助
の
対
象
と
な
る

境
界
よ
り
収
入
が
少
し
多
い

為
に
給
付
対
象
か
ら
外
さ
れ

る
家
庭
に
対
し
て
、
給
食
費

の
無
償
化
が
実
現
す
る
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
、
準
要
保

護
の
定
義
1
・
2
倍
を
1
・

5
倍
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

③
就
学
援
助
金
を
準
要
保
護

定
義
の
1
・
3
倍
に
し
た
ら

76
人
が
対
象
と
な
り
、
一
人

７
万
円
で
計
算
す
る
と
、
１	

０
５
万
円
の
増
額
、
１
．
５

倍
に
し
た
ら
90
人
が
対
象
で

2
8
7
万
円
の
増
額
に
な
る

と
昨
年
の
12
月
議
会
で
答
弁

さ
れ
ま
し
た
。
再
度
の
質
問

に
な
り
ま
す
が
給
食
費
無
償

化
が
実
現
す
る
ま
で
の
間
だ

け
で
も
就
学
援
助
の
判
定
基

準
を
1
・
3
倍
又
は
1
・
5

倍
に
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

①
現
時
点
で
は
、町

単
独
で
の
実
施
は
非

常
に
困
難
な
状
況
で
あ
る
と

判
断
し
て
い
ま
す
が
、国
の

施
策
と
し
て
方
向
性
が
示
さ

れ
た
段
階
で
、無
償
化
の
対

応
を
し
て
い
く
考
え
で
す
。

②
就
学
援
助
費
の
判
定
基
準

を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、現
行
の
援
助
率
を
維

持
す
る
と
判
断
し
て
い
る
。

必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な

い
ご
家
庭
が
生
じ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、個
別
の
相
談
対

応
や
各
家
庭
の
状
況
に
応
じ

た
柔
軟
な
支
援
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

③
日
野
町
よ
り
高
い
率
で
就

学
援
助
金
を
認
定
し
て
い
る

市
町
よ
り
も
日
野
町
の
認
定

率
は
高
く
、年
々
増
え
て
い

ま
す
。平
成
17
年「
三
位
一
体

の
改
革
」で
国
庫
補
助
が
廃

①
新
こ
ど
も
園
園
舎

規
模
は
3
，2
0
0

㎡
必
要
と
回
答
さ
れ
ま
し
た

が
、こ
れ
は
廃
園
と
な
る
園

の
合
計
定
員
数
5
0
0
人
預

か
る
の
に
3
，2
0
0
㎡
必

要
な
の
で
あ
っ
て
、跡
地
を

利
用
し
よ
う
と
は
考
え
な

か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　
新
こ
ど
も
園
は
、2
8
5

人
の
定
員
な
の
で
3
，

2
0
0
㎡
は
大
き
す
ぎ
る
と

考
え
ま
す
が
、必
要
な
理
由

を
伺
い
ま
す
。

②
新
こ
ど
も
園
の
建
設
予
定

地
が
日
野
町
の
中
央
に
位
置

し
、通
園
対
象
者
が
全
町
と

な
る
こ
と
か
ら
、中
央
か
ら

離
れ
た
地
域
に
、子
育
て
世

代
が
住
居
を
た
め
ら
う
こ
と

に
な
ら
な
い
か
心
配
さ
れ
ま

す
。町
と
し
て
子
育
て
世
代

の
定
住
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

③
新
し
い
土
地
を
買
い
上
げ

て
の
新
園
舎
建
設
に
は
、高

額
な
予
算
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、幼
稚
園
の
敷
地
、

例
え
ば
日
野
幼
稚
園
な
ら

4
，8
0
0
㎡
な
の
で
3
，

2
0
0
㎡
の
園
舎
だ
け
な
ら

幼
稚
園
の
敷
地
が
利
用
で
き

る
の
で
す
が
、日
野
幼
稚
園

の
敷
地
を
利
用
し
よ
う
と
は

考
え
な
か
っ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

①
法
令
等
に
基
づ
く

各
諸
室
等
の
設
置
基

準
に
加
え
、病
後
児
保
育
室

や
職
員
休
憩
室
な
ど
新
た
な

諸
室
の
配
置
も
検
討
し
て
お

り
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
、

ま
た
保
育
者
に
と
っ
て
も
働

き
や
す
い
施
設
整
備
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

②
再
編
整
備
計
画
で
は
、新

こ
ど
も
園
の
他
、必
佐
の
こ

病
後
児
保
育
室
等
新
た
な
部
屋
も
検
討
し
て
い
る

松
まつ

田
だ

 洋
よう

子
こ

 議員 西
にし

澤
ざわ

 正
まさ

治
はる

 議員

　
生
産
体
制
に
対
す
る
支
援

が
な
い
と
安
心
し
て
生
産
で

き
る
体
制
が
持
続
で
き
な
い

と
考
え
る
。
日
野
菜
や
種
子

を
生
産
さ
れ
て
い
る
組
織
に

対
し
て
、
支
援
策
の
拡
大
が

で
き
な
い
か
。

①
令
和
２
年
が
32
ト

ン
、
60
名

令
和
３
年
が
46
ト
ン
、
68
名

令
和
４
年
が
32
ト
ン
、
60
名

令
和
５
年
が
27
ト
ン
、
58
名

令
和
６
年
が
20
ト
ン
、
52
名

で
あ
る
。

②
現
在
の
と
こ
ろ
、
生
産
量

が
約
25
ト
ン
か
ら
30
ト
ン
、

生
産
者
数
は
60
名
程
度
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
最
近
の
異

常
気
象
、
高
温
の
障
害
が
出

て
い
る
。
害
虫
の
発
生
に
も

悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
町
や
Ｊ

Ａ
で
定
期
的
な
ほ
場
巡
回
を

実
施
し
生
産
者
に
寄
り
添
い

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
令
和

６
年
度
か
ら
日
野
菜
生
産
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
採
用
し

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ

か
り
と
支
え
て
い
き
た
い
。

　
加
工
場
へ
の
出
荷
に
対
す

る
補
助
金
を
新
設
し
た
ほ

か
、
口
コ
ミ
や
声
掛
け
に
よ

り
生
産
者
を
増
や
す
努
力
も

し
て
い
る
。
今
後
も
生
産
人

数
を
増
や
し
、
生
産
量
を
増

や
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

③
令
和
２
年
が
11
・
９
kg	

	

令
和
３
年
が
46
・
３
kg

令
和
４
年
が
50
・
５
kg

令
和
５
年
が
30
・
６
kg

令
和
６
年
が
20
・
４
kg	

で
あ
る
。
原
種
に
も
高
温
障

害
に
よ
る
影
響
や
人
材
不
足

の
課
題
が
あ
る
と
聞
い
て
お

り
、
今
後
相
談
に
応
じ
た
い

と
考
え
て
い
る
。

④
「
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー

ム
か
や
の
」
が
管
理
す
る
約

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
、

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
近
江
が
令
和

７
年
の
春
作
と
秋
作
の
日
野

菜
を
、
機
械
化
に
よ
る
省
力

化
や
生
産
効
率
の
向
上
に
よ

る
面
積
拡
大
の
実
証
圃
と
し

て
、
畝
立
て
同
時
播
種
に
よ

る
少
人
数
で
の
作
業
等
を
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
実

証
結
果
等
を
検
証
し
来
季
の

実
施
も
検
討
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
か
ら
も
機
械
購

入
時
の
補
助
を
し
て
い
る
ほ

か
生
産
者
の
意
欲
が
向
上
す

る
よ
う
今
年
度
か
ら
日
野
菜

加
工
場
に
出
荷
す
る
際
の
補

助
を
新
た
に
つ
く
っ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
な
支
援
が
よ

い
か
は
関
係
者
の
意
見
を
参

考
に
次
年
度
以
降
に
考
え
て

い
き
た
い
。

国からの具体的な方向性が示された段階で
	 	 町として無償化の対応をする

学校給食費の無償化について（その２）

止
さ
れ
た
後
は
、町
の
裁
量

で
や
っ
て
お
り
、援
助
率
を

現
状
よ
り
上
げ
る
こ
と
は
、

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

長野日野菜生産団地：
鎌掛地先、県道41号土山蒲生近江八幡線沿い
に広がる日野菜畑を指す

ど
も
園
、桜
谷
の
こ
ど
も
園
、

わ
ら
べ
保
育
園
や
、鎌
掛
、南

比
都
佐
の
小
規
模
保
育
施

設
、そ
し
て
西
大
路
に
は
子

育
て
支
援
施
設
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
り
、こ
れ
ま
で
と

同
様
に
保
護
者
の
通
勤
な
ど

を
考
慮
し
て
通
園
す
る
施
設

を
選
択
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。今
後
も
町
内
全
域
に
お

い
て
、子
育
て
世
代
が
安
心

し
て
定
住
で
き
る
環
境
整
備

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

③
閉
園
予
定
の
幼
稚
園
や
保

育
園
の
跡
地
利
用
の
協
議
は

し
ま
し
た
が
、町
内
施
設
の

配
置
バ
ラ
ン
ス
と
駐
車
場
や

園
庭
を
考
え
る
と
ど
う
し
て

も
、１
０
，０
０
０
㎡
以
上
の

敷
地
が
必
要
と
な
り
ま
し
た

の
で
、図
書
館
の
東
側
と
北

側
の
土
地

に
新
こ
ど

も
園
を
建

設
す
る
予

定
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

美味しい「近江日野米」を構築し、持続可能な地域農業に

　
今
年
の
米
不
足
は

備
蓄
米
の
放
出
や
外

国
産
米
が
輸
入
さ
れ
、食
卓

に
欠
か
せ
な
い
お
米
の
需
給

面
や
価
格
の
不
安
が
つ
き
ま

と
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、東
近
江
市
で
は

国
営
に
よ
る
大
規
模
化
、ス

マ
ー
ト
農
業
が
進
め
ら
れ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
山
間
地
で
条
件
不
利
地

の
多
い
日
野
町
の
農
業
を
ど

う
守
っ
て
い
く
の
か
。ず
ば

り
言
っ
て「
美
味
し
い
近
江

日
野
米
」を
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
地
消
は
も
と
よ
り
、

広
く
拡
販
で
き
れ
ば
、町
の

農
業
を
支
え
ら
れ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
町
の
農
業
を
取
り
巻
く
諸

課
題
に
つ
い
て
①
持
続
可
能

な
農
業
経
営
体
と
は
②
産
地

交
付
金
な
ど
の
支
援
拡
充
は

③
５
年
に
１
度
の
水
張
り
ル

ー
ル
は
④
美
味
し
い「
近
江

日
野
米
」を
拡
販
す
る
に
は
、

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
効
率
化
や
経
営
規

模
だ
け
で
な
く
、や

り
が
い
を
持
ち
、地
域
を
支

え
未
来
を
見
据
え
て
前
向
き

に
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
方
こ
そ
が
持
続
可
能
な
農

業
経
営
体
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策

と
合
わ
せ
、滋
賀
県
設
定
や

町
の
地
域
設
定
枠
に
よ
り
柔

軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

③
水
張
り
ル
ー
ル
は
、１
ヶ

月
以
上
の
湛た

ん
す
い水
ま
た
は
連
作

障
害
を
回
避
す
る
取
組
み
の

ど
ち
ら
か
を
行
え
ば
交
付
対

象
の
水
田
と
な
り
ま
す
。

④
他
産
地
の
米
と
の
差
別
化

を
し
っ
か
り
と
ア
ピ
ー

ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。Ｊ
Ａ
で
は
新
品
種

の
き
ら
み
ず
き
に
つ
い

て
、令
和
７
年
産
米
か

ら
有
利
な
販
売
の
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
Ｇ
Ｉ（
地
理
的
表

示
制
度
）認
証
を
受

け
た「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」

の
秋
作
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

８
月
後
半
に
な
っ
て
も
記
録

的
な
猛
暑
が
続
き
雨
不
足
の

中
、い
つ
も
通
り
の
美
し
い

日
野
菜
が
採
れ
る
の
か
、私

が
本
格
的
に
栽
培
を
始
め
て

か
ら
５
年
目
、変
化
が
厳
し

い
気
象
条
件
に
気
を
揉
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、「
近
江
日
野
産
日
野

菜
」は
行
政
、Ｊ
Ａ
さ
ん
に
よ

っ
て
新
た
な
商
品
開
発
も
進

み（
日
野
菜
焼
酎
の
販
売
）、

本
場
の
日
野
菜
漬
け
な
ど
、

Ｐ
Ｒ
に
も
奮
闘
さ
れ
ホ
テ
ル

や
飲
食
店
で
の
提
供
拡
大
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
日
野
菜
漬

け
教
室
な
ど
、様
々
な
協
力

が
得
ら
れ
、知
名
度
、産
地
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
随
分
と
浸
透

し
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
日
野
菜
の
生
産
数
量
が
低

迷
す
る
中
①
栽
培
面
積
、加

工
品
の
生
産
販
売
の
実
績
値

②
日
野
菜
焼
酎
の
販
売
動
向

③
新
し
い
商
品
開
発
④
日
野

菜
振
興
施
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
①
日
野
菜
の
栽
培

面
積
、生
産
数
量
、販

売
数
量
は
左
上
の
表
の
通
り

で
す
。令
和
６
年
度
は
現
材

料
の
日
野
菜
の
出
荷
量
の
減

少
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

②
日
野
菜
焼
酎
の
販
売
は
、

昨
年
製
造
分
は
約
2
週
間
で

完
売
し
、今
年
８
月
製
造
分

も
順
調
に
販
売
で
き
て
い
ま
す
。

③
新
た
な
加
工
品
は
、現
在

日
野
菜
の
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス

等
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

④
現
在「
特
色
あ
る
地
域
活

性
化
事
業
」で
、Ｊ
Ａ
加
工
施

設
へ
日
野
菜
の
出
荷
を
促
す

支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。よ
り
多
く
の
方
に
日
野

菜
を
作
付
け
、出
荷
い
た
だ

け
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、今
年
12
月

15
日
に
町
村
合
併
70
周
年
記

念
と
し
て「
近
江
の
伝
統
野

菜
サ
ミ
ッ
ト
」を
予
定
、伝
統

野
菜
を
ど
の
よ
う
に
未
来
に

つ
な
い
で
い
く
か
、議
論
で

き
る
場
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

近江米「きらみずき」について有利な販売の準備を進めている

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

左の二次元コードから一般質問で
紹介した資料（日野菜の歴史、美
味しい日野菜の秘密、行政・ＪＡ・
生産者が一体となった取り組み）
を見ることができます。

Ｇ
Ｉ
認
証「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」の
生
産
拡
大
に
つ
い
て

「
特
色
あ
る
地
域
活
性
化
事
業
」の
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
る

　
西
桜
谷
地
区
行
政

懇
談
会
で
消
防
団
員

確
保
の
困
難
さ
に
つ
い
て
集

落
の
現
状
が
述
べ
ら
れ
、
町

の
団
員
総
定
数
、
３
分
団
制
、

分
団
ご
と
の
定
数
、
集
落
ご

と
の
定
数
な
ど
の
見
直
し
が

要
望
さ
れ
た
。

　
団
員
減
少
は
全
県
的
傾
向

で
も
あ
り
、
消
防
団
の
必
要

性
は
十
分
承
知
の
上
で
、
若

者
流
出
を
食
い
止
め
る
こ
と

で
も
検
討
さ
れ
た
い
。

①
町
の
総
定
数
１
８
５
人
の

根
拠
、
分
団
制
、
分
団
定
数

の
根
拠
を
伺
う
。

②
条
例
定
数
を
満
た
さ
な
い

市
町
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が

問
題
に
な
ら
な
い
の
か
。

③
他
市
町
よ
り
平
均
年
齢
が

若
く
、
選
出
の
困
難
さ
を
示

し
て
い
る
が
ど
う
か
。

④
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
出
場

訓
練
が
若
者
流
出
の
一
因
と

も
言
わ
れ
る
。
定
数
見
直
し

の
予
定
は
ど
う
か
。

①
平
成
２
年
条
例
定

数
は
有
事
の
対
応
や

団
活
動
に
鑑
み
、
団
と
協
議

し
決
定
。
３
分
団
制
の
経
緯

と
定
数
は
地
域
の
特
性
を
把

握
し
た
も
の
。

②
問
題
に
は
な
ら
な
い
が
、

災
害
時
対
応
や
防
災
力
低
下
、

負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
。

町消防団の定数と集落の現状について
消防団幹部会と協議し、削減を視野に慎重に検討

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

知
事
要
望
で
国
に
対
し
て
施
策
の
推
進
を
要
望

　
国
保
税
は
年
々
引

き
上
げ
ら
れ
、国
保
会

計
の
将
来
展
望
も
見
え
な
い
。

新
聞
報
道
で
は
、県
内
市
町
の

国
保
料
(税
)の
平
均
額（
モ
デ

ル
)は
43
万
８
，７
６
５
円
、当

町
は
45
万
４
，１
０
０
円
。

①
国
保
加
入
者
に
は
、高
齢

者
や
低
所
得
者
の
割
合
が
高

く
、こ
れ
以
上
税
額
を
上
げ

る
こ
と
は
限
界
で
あ
る
と
考

え
る
が
、ど
う
か
。町
の
国
保

基
金
の
取
り
崩
し
の
限
度
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
県
統
一
化
提
唱
後
の
８

年
間
で
、日
野
町
は
８
万
５
，

１
０
０
円
の
値
上
げ
で
、県

内
２
番
目
の
高
い
上
げ
幅

(表
)。こ
れ
ま
で
税
の
収
納

率
が
よ
く
、保
健
事
業
の
ス

コ
ア
の
高
い
こ
と
で
保
険
料

を
低
く
抑
え
て
き
た
が
、今

後
こ
れ
ら
は
ど
う
生
か
さ
れ

る
か
。町
の
努
力
で
で
き
る

こ
と
は
何
か
。

③
国
庫
負
担
割
合
増
加
を
求

め
る
な
ど
国
へ
の
要
望
が
不

可
欠
と
考
え
る
が
、ど
う
か
。

①
改
定
に
あ
っ
て
は

一
部
基
金
を
取
り
崩

し
、段
階
的
な
引
き
上
げ
と

し
た
。基
金
の
残
高
に
は
限

界
が
あ
り
、国
保
財
政
の
維

持
と
被
保
険
者
の
保
険
税
負

担
に
留
意
し
つ
つ
判
断
し
た

い
。

②
取
り
組
み
そ
の
も
の
は
町

民
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
り
、

国
の
特
別
調
整
交
付
金
に
評

価
額
が
反
映
さ
れ
る
。

③
国
保
の
安
定
的
な
運
営
に

は
、国
の
財
政
措
置
や
適
切

な
制
度
設
計
は
欠
か
せ
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。町
と

し
て
も
、知
事
要
望
で
国
に

対
し
て
必
要
な
施
策
を
推
進

す
る
よ
う
県
を
通
じ
て
要
望

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

県内市町の消防団に係る概要等
2024.4．1．現在（ただし、在職年数の項のみ2023.4．1．現在）

③
体
力
や
機
動
性
、
広
報
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

使
用
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
多
い

が
、
低
年
齢
化
は
選
出
の
困

難
さ
も
物
語
っ
て
い
る
。

④
声
は
認
識
し
て
い
る
。
訓

練
の
重
要
性
、
災
害
対
応
な

ど
考
慮
し
、
定
数
削
減
を
視

野
に
団
と
協
議
、
慎
重
に
決

定
し
た
い
。

▶『滋賀民報』社の資料による

※�大津市は、警戒2,000円、訓練1,600円。高島市は、警戒8,000円、訓練
1,500円。他は警戒･訓練同額。◀

�滋賀県の消防に関するホームページから抜粋して加藤が作成

30代の夫婦と就学児２人の計４人世帯、夫の所得310万円の
ケース。介護分は含まず。平均は単純平均

県内市町の国保料(税)と値上げ額(単位円)
市 町 2017年度 2025年度 値上げ額
大津市 434,730 451,890 17,160
彦根市 429,555 453,528 23,973
長浜市 424,090 434,410 10,320

近江八幡市 430,700 448,300 17,600
草津市 389,900 443,300 53,400
守山市 370,300 441,800 71,500
栗東市 460,500 450,400 ▲ 10,100
甲賀市 396,200 438,700 42,500
野洲市 427,100 459,000 31,900
湖南市 411,700 423,500 11,800
高島市 450,100 427,500 ▲ 22,600

東近江市 418,200 444,800 26,600
米原市 431,300 429,500 ▲　1,800
日野町 369,000 454,100 85,100
竜王町 356,900 394,600 37,700
愛荘町 408,400 416,600 8,200
豊郷町 365,200 442,600 77,400
甲良町 384,500 390,900 6,400
多賀町 339,500 491,100 151,600
平均額 405,151 438,765 33,613

面積
(㎡）

人口
(人)

分  
団  
数

団員数 平 
均 
年 
齢

在職年数 手当額(1口)

(実数） 条例定数 その差 10年
未満

10～
20未

20年
以上

火災
風水害

警戒
訓練

県計 10,412.04 1,432,045 223 7,406 8,418 ▲1,012 43.8 4,020 2,350 1,036 

大津市  464.51 343,916 36 1,178 1,313 ▲135 46.9 538 387 253 8,000 2,000 ※

彦
根

彦根市  354.07 132,243 17 424 525 ▲101 45.4 208 106 110 8,000 1,700 
豊郷町  7.80  7,196 2 39 50 ▲11 45.3 16 11 12 8,000 4,000 
甲良町  13.63  6,511 2 53 60 ▲7 48.9 22 17 14 8,000 4,000 
多賀町  135.77  7,418 2 51 60 ▲9 49.7 14 14 23 8,000 4,000 
高島市  6,930.50  45,783 12 469 560 ▲91 43.7 193 183 93 8,000 8,000 ※

湖
南
広
域

草津市  67.82 139,939 9 227 274 ▲47 47.1 106 84 37 8,000 8,000 
守山市  55.73  85,856 8 217 219 ▲2 45.9 91 78 48 8,000 8,000 
栗東市  52.69  70,469 6 91 114 ▲23 54.3 52 22 17 8,000 8,000 
野洲市  80.15  50,711 8 158 178 ▲20 47.9 69 59 30 8,000 8,000 

東
近
江

近江八幡市  177.45  81,875 12 436 500 ▲64 46.6 253 129 54 8,000 8,000 
東近江市  388.37 112,064 27 797 910 ▲113 42.6 497 234 66 8,000 4,000 
日野町  117.60  20,861 3 185 185 0 39.7 157 26 2 8,000 3,500 
竜王町  44.55  11,433 3 185 192 ▲7 41.9 156 23 6 8,000 3,500 
愛荘町  37.97  21,194 6 110 142 ▲32 40.0 88 14 8 1,700 

甲
賀
湖南市  70.40  54,382 5 281 300 ▲19 39.9 159 94 28 8,000 2,000 
甲賀市  481.62  88,493 23 945 1,120 ▲175 39.8 535 362 48 8,000 2,500 

湖
北
長浜市  681.02 113,940 29 844 854 ▲10 42.4 476 256 112 8,000 3,000 
米原市  280.39  37,761 13 716 862 ▲146 43.6 390 251 75 3,400 1,700 

綿向山をバックに収獲作業の最盛期

日野菜の生産・販売実績

目標値 令和４年 
実績

令和５年 
実績

令和６年 
実績

令和７年 
春作実績

日野菜の
栽培面積 8.0ha 7.6ha 5.7ha 5.5ha 2.2ha

日野菜
加工品
生産数量
（JA）

80,000袋 82,000袋 76,000袋 66,000袋

日野菜
加工品
販売数量
（JA）

74,000袋 73,000袋 63,000袋

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

17 議会だより
日野町議会

2025.11.15

一 質般 問

美味しい「近江日野米」を構築し、持続可能な地域農業に

　
今
年
の
米
不
足
は

備
蓄
米
の
放
出
や
外

国
産
米
が
輸
入
さ
れ
、食
卓

に
欠
か
せ
な
い
お
米
の
需
給

面
や
価
格
の
不
安
が
つ
き
ま

と
っ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、東
近
江
市
で
は

国
営
に
よ
る
大
規
模
化
、ス

マ
ー
ト
農
業
が
進
め
ら
れ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
山
間
地
で
条
件
不
利
地

の
多
い
日
野
町
の
農
業
を
ど

う
守
っ
て
い
く
の
か
。ず
ば

り
言
っ
て「
美
味
し
い
近
江

日
野
米
」を
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
地
消
は
も
と
よ
り
、

広
く
拡
販
で
き
れ
ば
、町
の

農
業
を
支
え
ら
れ
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
町
の
農
業
を
取
り
巻
く
諸

課
題
に
つ
い
て
①
持
続
可
能

な
農
業
経
営
体
と
は
②
産
地

交
付
金
な
ど
の
支
援
拡
充
は

③
５
年
に
１
度
の
水
張
り
ル

ー
ル
は
④
美
味
し
い「
近
江

日
野
米
」を
拡
販
す
る
に
は
、

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
効
率
化
や
経
営
規

模
だ
け
で
な
く
、や

り
が
い
を
持
ち
、地
域
を
支

え
未
来
を
見
据
え
て
前
向
き

に
農
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
方
こ
そ
が
持
続
可
能
な
農

業
経
営
体
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

②
国
の
経
営
所
得
安
定
対
策

と
合
わ
せ
、滋
賀
県
設
定
や

町
の
地
域
設
定
枠
に
よ
り
柔

軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

③
水
張
り
ル
ー
ル
は
、１
ヶ

月
以
上
の
湛た

ん
す
い水
ま
た
は
連
作

障
害
を
回
避
す
る
取
組
み
の

ど
ち
ら
か
を
行
え
ば
交
付
対

象
の
水
田
と
な
り
ま
す
。

④
他
産
地
の
米
と
の
差
別
化

を
し
っ
か
り
と
ア
ピ
ー

ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。Ｊ
Ａ
で
は
新
品
種

の
き
ら
み
ず
き
に
つ
い

て
、令
和
７
年
産
米
か

ら
有
利
な
販
売
の
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
Ｇ
Ｉ（
地
理
的
表

示
制
度
）認
証
を
受

け
た「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」

の
秋
作
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

８
月
後
半
に
な
っ
て
も
記
録

的
な
猛
暑
が
続
き
雨
不
足
の

中
、い
つ
も
通
り
の
美
し
い

日
野
菜
が
採
れ
る
の
か
、私

が
本
格
的
に
栽
培
を
始
め
て

か
ら
５
年
目
、変
化
が
厳
し

い
気
象
条
件
に
気
を
揉
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、「
近
江
日
野
産
日
野

菜
」は
行
政
、Ｊ
Ａ
さ
ん
に
よ

っ
て
新
た
な
商
品
開
発
も
進

み（
日
野
菜
焼
酎
の
販
売
）、

本
場
の
日
野
菜
漬
け
な
ど
、

Ｐ
Ｒ
に
も
奮
闘
さ
れ
ホ
テ
ル

や
飲
食
店
で
の
提
供
拡
大
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
日
野
菜
漬

け
教
室
な
ど
、様
々
な
協
力

が
得
ら
れ
、知
名
度
、産
地
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
随
分
と
浸
透

し
て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

　
日
野
菜
の
生
産
数
量
が
低

迷
す
る
中
①
栽
培
面
積
、加

工
品
の
生
産
販
売
の
実
績
値

②
日
野
菜
焼
酎
の
販
売
動
向

③
新
し
い
商
品
開
発
④
日
野

菜
振
興
施
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
①
日
野
菜
の
栽
培

面
積
、生
産
数
量
、販

売
数
量
は
左
上
の
表
の
通
り

で
す
。令
和
６
年
度
は
現
材

料
の
日
野
菜
の
出
荷
量
の
減

少
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

②
日
野
菜
焼
酎
の
販
売
は
、

昨
年
製
造
分
は
約
2
週
間
で

完
売
し
、今
年
８
月
製
造
分

も
順
調
に
販
売
で
き
て
い
ま
す
。

③
新
た
な
加
工
品
は
、現
在

日
野
菜
の
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス

等
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

④
現
在「
特
色
あ
る
地
域
活

性
化
事
業
」で
、Ｊ
Ａ
加
工
施

設
へ
日
野
菜
の
出
荷
を
促
す

支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。よ
り
多
く
の
方
に
日
野

菜
を
作
付
け
、出
荷
い
た
だ

け
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、今
年
12
月

15
日
に
町
村
合
併
70
周
年
記

念
と
し
て「
近
江
の
伝
統
野

菜
サ
ミ
ッ
ト
」を
予
定
、伝
統

野
菜
を
ど
の
よ
う
に
未
来
に

つ
な
い
で
い
く
か
、議
論
で

き
る
場
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

近江米「きらみずき」について有利な販売の準備を進めている

山
やま

本
もと

 秀
ひで

喜
き

 議員

左の二次元コードから一般質問で
紹介した資料（日野菜の歴史、美
味しい日野菜の秘密、行政・ＪＡ・
生産者が一体となった取り組み）
を見ることができます。

Ｇ
Ｉ
認
証「
近
江
日
野
産
日
野
菜
」の
生
産
拡
大
に
つ
い
て

「
特
色
あ
る
地
域
活
性
化
事
業
」の
支
援
策
を
打
ち
出
し
て
い
る

　
西
桜
谷
地
区
行
政

懇
談
会
で
消
防
団
員

確
保
の
困
難
さ
に
つ
い
て
集

落
の
現
状
が
述
べ
ら
れ
、
町

の
団
員
総
定
数
、
３
分
団
制
、

分
団
ご
と
の
定
数
、
集
落
ご

と
の
定
数
な
ど
の
見
直
し
が

要
望
さ
れ
た
。

　
団
員
減
少
は
全
県
的
傾
向

で
も
あ
り
、
消
防
団
の
必
要

性
は
十
分
承
知
の
上
で
、
若

者
流
出
を
食
い
止
め
る
こ
と

で
も
検
討
さ
れ
た
い
。

①
町
の
総
定
数
１
８
５
人
の

根
拠
、
分
団
制
、
分
団
定
数

の
根
拠
を
伺
う
。

②
条
例
定
数
を
満
た
さ
な
い

市
町
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が

問
題
に
な
ら
な
い
の
か
。

③
他
市
町
よ
り
平
均
年
齢
が

若
く
、
選
出
の
困
難
さ
を
示

し
て
い
る
が
ど
う
か
。

④
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
出
場

訓
練
が
若
者
流
出
の
一
因
と

も
言
わ
れ
る
。
定
数
見
直
し

の
予
定
は
ど
う
か
。

①
平
成
２
年
条
例
定

数
は
有
事
の
対
応
や

団
活
動
に
鑑
み
、
団
と
協
議

し
決
定
。
３
分
団
制
の
経
緯

と
定
数
は
地
域
の
特
性
を
把

握
し
た
も
の
。

②
問
題
に
は
な
ら
な
い
が
、

災
害
時
対
応
や
防
災
力
低
下
、

負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
。

町消防団の定数と集落の現状について
消防団幹部会と協議し、削減を視野に慎重に検討

加
か

藤
とう

 和
かず

幸
ゆき

 議員

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

知
事
要
望
で
国
に
対
し
て
施
策
の
推
進
を
要
望

　
国
保
税
は
年
々
引

き
上
げ
ら
れ
、国
保
会

計
の
将
来
展
望
も
見
え
な
い
。

新
聞
報
道
で
は
、県
内
市
町
の

国
保
料
(税
)の
平
均
額（
モ
デ

ル
)は
43
万
８
，７
６
５
円
、当

町
は
45
万
４
，１
０
０
円
。

①
国
保
加
入
者
に
は
、高
齢

者
や
低
所
得
者
の
割
合
が
高

く
、こ
れ
以
上
税
額
を
上
げ

る
こ
と
は
限
界
で
あ
る
と
考

え
る
が
、ど
う
か
。町
の
国
保

基
金
の
取
り
崩
し
の
限
度
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

②
県
統
一
化
提
唱
後
の
８

年
間
で
、日
野
町
は
８
万
５
，

１
０
０
円
の
値
上
げ
で
、県

内
２
番
目
の
高
い
上
げ
幅

(表
)。こ
れ
ま
で
税
の
収
納

率
が
よ
く
、保
健
事
業
の
ス

コ
ア
の
高
い
こ
と
で
保
険
料

を
低
く
抑
え
て
き
た
が
、今

後
こ
れ
ら
は
ど
う
生
か
さ
れ

る
か
。町
の
努
力
で
で
き
る

こ
と
は
何
か
。

③
国
庫
負
担
割
合
増
加
を
求

め
る
な
ど
国
へ
の
要
望
が
不

可
欠
と
考
え
る
が
、ど
う
か
。

①
改
定
に
あ
っ
て
は

一
部
基
金
を
取
り
崩

し
、段
階
的
な
引
き
上
げ
と

し
た
。基
金
の
残
高
に
は
限

界
が
あ
り
、国
保
財
政
の
維

持
と
被
保
険
者
の
保
険
税
負

担
に
留
意
し
つ
つ
判
断
し
た

い
。

②
取
り
組
み
そ
の
も
の
は
町

民
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
り
、

国
の
特
別
調
整
交
付
金
に
評

価
額
が
反
映
さ
れ
る
。

③
国
保
の
安
定
的
な
運
営
に

は
、国
の
財
政
措
置
や
適
切

な
制
度
設
計
は
欠
か
せ
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。町
と

し
て
も
、知
事
要
望
で
国
に

対
し
て
必
要
な
施
策
を
推
進

す
る
よ
う
県
を
通
じ
て
要
望

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

県内市町の消防団に係る概要等
2024.4．1．現在（ただし、在職年数の項のみ2023.4．1．現在）

③
体
力
や
機
動
性
、
広
報
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

使
用
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
多
い

が
、
低
年
齢
化
は
選
出
の
困

難
さ
も
物
語
っ
て
い
る
。

④
声
は
認
識
し
て
い
る
。
訓

練
の
重
要
性
、
災
害
対
応
な

ど
考
慮
し
、
定
数
削
減
を
視

野
に
団
と
協
議
、
慎
重
に
決

定
し
た
い
。

▶『滋賀民報』社の資料による

※�大津市は、警戒2,000円、訓練1,600円。高島市は、警戒8,000円、訓練
1,500円。他は警戒･訓練同額。◀

�滋賀県の消防に関するホームページから抜粋して加藤が作成

30代の夫婦と就学児２人の計４人世帯、夫の所得310万円の
ケース。介護分は含まず。平均は単純平均

県内市町の国保料(税)と値上げ額(単位円)
市 町 2017年度 2025年度 値上げ額
大津市 434,730 451,890 17,160
彦根市 429,555 453,528 23,973
長浜市 424,090 434,410 10,320

近江八幡市 430,700 448,300 17,600
草津市 389,900 443,300 53,400
守山市 370,300 441,800 71,500
栗東市 460,500 450,400 ▲ 10,100
甲賀市 396,200 438,700 42,500
野洲市 427,100 459,000 31,900
湖南市 411,700 423,500 11,800
高島市 450,100 427,500 ▲ 22,600

東近江市 418,200 444,800 26,600
米原市 431,300 429,500 ▲　1,800
日野町 369,000 454,100 85,100
竜王町 356,900 394,600 37,700
愛荘町 408,400 416,600 8,200
豊郷町 365,200 442,600 77,400
甲良町 384,500 390,900 6,400
多賀町 339,500 491,100 151,600
平均額 405,151 438,765 33,613

面積
(㎡）

人口
(人)

分  
団  
数

団員数 平 
均 
年 
齢

在職年数 手当額(1口)

(実数） 条例定数 その差 10年
未満

10～
20未

20年
以上

火災
風水害

警戒
訓練

県計 10,412.04 1,432,045 223 7,406 8,418 ▲1,012 43.8 4,020 2,350 1,036 

大津市  464.51 343,916 36 1,178 1,313 ▲135 46.9 538 387 253 8,000 2,000 ※

彦
根

彦根市  354.07 132,243 17 424 525 ▲101 45.4 208 106 110 8,000 1,700 
豊郷町  7.80  7,196 2 39 50 ▲11 45.3 16 11 12 8,000 4,000 
甲良町  13.63  6,511 2 53 60 ▲7 48.9 22 17 14 8,000 4,000 
多賀町  135.77  7,418 2 51 60 ▲9 49.7 14 14 23 8,000 4,000 
高島市  6,930.50  45,783 12 469 560 ▲91 43.7 193 183 93 8,000 8,000 ※

湖
南
広
域

草津市  67.82 139,939 9 227 274 ▲47 47.1 106 84 37 8,000 8,000 
守山市  55.73  85,856 8 217 219 ▲2 45.9 91 78 48 8,000 8,000 
栗東市  52.69  70,469 6 91 114 ▲23 54.3 52 22 17 8,000 8,000 
野洲市  80.15  50,711 8 158 178 ▲20 47.9 69 59 30 8,000 8,000 

東
近
江

近江八幡市  177.45  81,875 12 436 500 ▲64 46.6 253 129 54 8,000 8,000 
東近江市  388.37 112,064 27 797 910 ▲113 42.6 497 234 66 8,000 4,000 
日野町  117.60  20,861 3 185 185 0 39.7 157 26 2 8,000 3,500 
竜王町  44.55  11,433 3 185 192 ▲7 41.9 156 23 6 8,000 3,500 
愛荘町  37.97  21,194 6 110 142 ▲32 40.0 88 14 8 1,700 

甲
賀
湖南市  70.40  54,382 5 281 300 ▲19 39.9 159 94 28 8,000 2,000 
甲賀市  481.62  88,493 23 945 1,120 ▲175 39.8 535 362 48 8,000 2,500 

湖
北
長浜市  681.02 113,940 29 844 854 ▲10 42.4 476 256 112 8,000 3,000 
米原市  280.39  37,761 13 716 862 ▲146 43.6 390 251 75 3,400 1,700 

綿向山をバックに収獲作業の最盛期

日野菜の生産・販売実績

目標値 令和４年 
実績

令和５年 
実績

令和６年 
実績

令和７年 
春作実績

日野菜の
栽培面積 8.0ha 7.6ha 5.7ha 5.5ha 2.2ha

日野菜
加工品
生産数量
（JA）

80,000袋 82,000袋 76,000袋 66,000袋

日野菜
加工品
販売数量
（JA）

74,000袋 73,000袋 63,000袋

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

17 16議会だより
日野町議会

議会だより
日野町議会

2025.11.15 2025.11.15



18議会だより
日野町議会

2025.11.15

一 質般 問

　
令
和
３
年
に
町
が

平
和
堂
跡
地
を
取
得

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
に

は
、
跡
地
に
ト
イ
レ
設
置
の

設
計
が
さ
れ
ま
し
た
。
現
状

の
跡
地
利
活
用
は
、
学
校
行

事
、
マ
ル
シ
ェ
、
日
野
祭
な

ど
の
駐
車
場
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
和
堂
跡
地

が
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
の
拠

点
と
な
る
よ
う
願
い
伺
う
。

①
ト
イ
レ
設
置
設
計
を
さ
れ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で

工
事
の
計
画
予
定
は
ど
う
か
。

②
現
在
の
跡
地
利
活
用
の

ほ
か
、
利
活
用
の
予
定
は
。

③
草
が
伸
び
て
き
て
い
る
現

状
だ
が
、
管
理
は
ど
こ
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

④
今
後
、
商
店
街
振
興
に
つ

な
が
る
跡
地
活
用
計
画
は
あ

る
の
か
。

①
日
野
町
観
光
駐
車

場
及
び
ト
イ
レ
新
築

工
事
設
計
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
か
ど
感
応
館
新
館
み
か
く

前
の
ト
イ
レ
を
ベ
ー
ス
に
設

計
を
し
た
が
、
仕
様
変
更
や

物
価
上
昇
も
伴
い
想
定
し
て

い
た
事
業
費
よ
り
大
幅
に
増

額
と
な
っ
た
。
工
事
計
画
は
、

地
元
の
声
を
踏
ま
え
つ
つ
見

直
し
を
進
め
る
。

②
新
た
な
予
定
は
な
い
が
、

ま
ち
な
か
観
光
の
基
点
と
し

て
、
日
野
祭
、
日
野
ひ
な
祭

り
紀
行
、
コ
ー
ヒ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
の
観
光
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
駐
車
場
や
仮
設
ト

イ
レ
設
置
場
所
と
し
て
ひ
ろ

く
活
用
し
て
い
る
。

③
跡
地
に
つ
い
て
は
、
町
が

管
理
し
て
お
り
観
光
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
駐
車
場
等
と
し
て

活
用
す
る
場
合
は
、
担
当
課

の
商
工
観
光
課
と
日
野
観
光

協
会
で
管
理
し
て
い
る
。

④
現
在
、
具
体
的
な
跡
地
活

用
計
画
は
な
い
が
、
観
光
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
駐
車
場
等
と

し
て
活
用
す
る
に
よ
り
、
商

店
等
の
賑
わ
い
に
つ
な
げ
た

い
。

南比都佐地区５集落が供給を受ける	
	 甲賀市上水道の断水事象について

小・中
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て

　
学
校
体
育
施
設
開

放
事
業
で
は
、
多
く

の
町
民
が
年
間
通
し
て
施
設

を
利
用
さ
れ
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
体
育

館
は
体
育
の
授
業
や
部
活
動

そ
し
て
各
種
行
事
な
ど
重
要

な
場
所
で
あ
る
。
ま
た
災
害

時
に
は
、
避
難
所
と
な
る
体

育
館
の
環
境
改
善
に
エ
ア
コ

ン
整
備
も
必
要
と
考
え
る
。

そ
こ
で
何
点
か
伺
う
。

①
町
は
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
、
検
討
や

研
究
、
調
査
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

②
今
後
、
財
政
負
担
等
を
乗

り
越
え
、
ど
う
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
お
考
え
か
。

③
先
ず
は
、
中
学
校
体
育
館

か
ら
考
え
、
そ
の
後
、
小
学

校
に
順
次
設
置
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。

①
今
年
度
、
甲
賀
市

の
中
学
校
を
訪
問
し
、

体
育
館
に
設
置
さ
れ
た
空
調

設
備
の
仕
様
や
実
際
の
使
用

状
況
等
に
つ
い
て
情
報
収
集

を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
経

費
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な

ど
の
課
題
を
課
内
で
協
議
し

て
い
る
。

②
財
政
負
担
等
を
ふ
ま
え
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
導

入
に
か
か
る
経
費
は
、
町
財

政
の
負
担
軽
減
と
な
る
有
利

な
補
助
事
業
の
活
用
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
学
校
に
お
け

る
使
用
ル
ー
ル
の
調
整
や
学

校
体
育
施
設
開
放
事
業
に
よ

る
体
育
館
の
使
用
料
の
見
直

し
な
ど
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

③
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
大
き
な

財
政
負
担
等
を
生
じ
る
こ
と

か
ら
、
計
画
的
な
整
備
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
中

に
お
い
て
、
猛
暑
と
な
る
夏

休
み
期
間
に
も
ク
ラ
ブ
活
動

を
行
っ
て
い
る
中
学
校
へ
の

整
備
が
最
優
先
で
あ
る
と
考

え
る
。
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

体
育
館
の
老
朽
化
に
伴
う
大

規
模
改
修
と
合
わ
せ
て
一
体

的
に
整
備
す
る
な
ど
計
画
的

な
整
備
を
検
討
す
る
。

現在、活用計画はないが観光イベントなどで活用し、 
商店等の賑わいにつなげたい

平和堂跡地利活用と商店街振興について

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ

 議員

中
学
校
へ
の
整
備
が
最
優
先
で
あ
る
と
考
え
る
。 

小
学
校
は
、体
育
館
の
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改
修
と 

合
わ
せ
て
、計
画
的
な
整
備
を
検
討
す
る
。

地区要望を踏まえ協議を重ね改修の要望を行う

病
児・病
後
児
保
育
の
施
設
に
つ
い
て

新
こ
ど
も
園
開
設
前
に
近
隣
市
の
施
設
で
運
用
を
開
始
す
る

　
甲
賀
郡
土
山
町
と

昭
和
41
年
に
協
議
が

整
い「
上
水
道
の
区
域
外
設

置
」と
し
て
上
駒
月
・
下
駒

月
・
深
山
口
・
上
迫
・
下
迫
地

区
の
５
地
区
は
、昭
和
43
年

頃
よ
り
土
山
町
か
ら
上
水
道

の
供
給
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
後
第
３
緑
ヶ
丘
地
区
も

こ
の
取
扱
い
に
加
入
さ
れ
て

お
り
ま
す
。当
時
は
日
野
町・

土
山
町
双
方
に
上
水
道
の
区

域
外
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
６
年
に
断
水

が
４
度
起
こ
り
ま
し
た
。特

に
12
月
に
あ
っ
た
断
水
は
事

故
に
よ
る
も
の
で
夕
方
に
突

然
止
ま
り
、関
係
地
域
の
住

民
は
大
変
困
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
区
長
会
長・公
民
館

長
と
私
で
甲
賀
市
役
所
に
面

会
に
行
っ
た
と
こ
ろ「
甲
賀
市

は
一
般
会
計
か
ら
水
道
事
業

会
計
に
繰
出
し
を
行
っ
て
お

り
日
野
町
か
ら
も
工
事
費
負

担
の
協
力
を
お
願
い
で
き
な

い
か
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　
日
野
町
に
こ
の
こ
と
を
持

ち
帰
り
ま
し
た
が「
水
道
事
業

会
計
か
ら
供
給
エ
リ
ア
外
の

工
事
費
負
担
は
で
き
な
い
」と

の
回
答
で
し
た
。両
自
治
体
の

回
答
と
も
筋
が
通
っ
て
お
り

地
元
で
は
現
在
、八
方
ふ
さ
が

り
の
よ
う
な
状
態
で
す
。

　
先
般
、甲
賀
市
役
所
と
の

協
議
が
あ
っ
た
よ
う
に
聞
い

て
い
ま
す
。

①
協
議
内
容
、先
方
主
張
の
受

け
止
め
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
こ
の
協
議
の
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
で
す
か
。

③
小
学
校
や
公
民
館
も
あ
る
。

そ
こ
は
避
難
所
で
も
あ
る
の

で
水
道
事
業
会
計
か
ら
の
支

出
が
で
き
な
く
と
も
何
ら
か

の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す

る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

①
配
水
管
改
修
工
事

に
伴
う
費
用
負
担
、

一
般
会
計
繰
出
し
に
関
す
る

議
論
、今
後
の
方
向
性
な
ど

を
協
議
し
ま
し
た
。公
営
企

業
法
等
に
基
づ
き
独
立
採
算

に
よ
る
経
営
が
基
本
で
当
町

に
負
担
義
務
は
な
い
。甲
賀

市
に
お
い
て
整
理
が
必
要
。

当
初
の
協
議
に
基
づ
き
今
後

も
甲
賀
市
が
経
営
さ
れ
る
こ

と
が
原
則
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
3
度
目
の

質
問
と
な
り
ま
す
。一
度
目

は
第
二
期
子
ど
も
子
育
て
支

援
計
画
に
計
画
さ
れ
て
い
る

の
に
、動
き
が
無
い
こ
と
か

ら
そ
の
進
捗
に
つ
い
て
、二

度
目
は
県
外
で
も
多
く
の
市

町
村
が
実
施
し
て
お
り
、県

内
で
は
竜
王
町
と
当
町
の
み

実
施
し
て
な
い
こ
と
か
ら
町

の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
竜
王
町
が
認
定
こ

ど
も
園
で
開
設
し
た
と
の
記

事
を
目
に
し
た
こ
と
で
再
び

質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。日
野
町
の
新
認
定
こ
ど

も
園
構
想
に
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
聞
き
ま
し
た
が
、ま

だ
開
設
ま
で
2
年
半
ほ
ど
あ

り
、暫
定
的
な
形
で
も
実
施

で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
令
和
7

年
1
月
の
首
長
会
議

で
県
主
導
に
よ
る
広
域
連
携

の
必
要
性
に
つ
い
て
確
認
が

な
さ
れ「
滋
賀
県
病
児
保
育

広
域
連
携
推
進
会
議
」が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は「
日
野
町
認
定
こ

ど
も
園
整
備
基
本
構
想
」に

お
い
て
病
後
児
保
育
室
の
設

置
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、も
う
少
し
先
と
な

る
こ
と
か
ら
、近
隣
市
で
運

営
さ
れ
て
い
る
民
間
の
病
児

保
育
施
設
と
日
野
町
民
の
利

用
受
入
れ
に
つ
い
て
相
談
・

協
議
し
た
と
こ
ろ
快
諾
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。今
後
、病
児

保
育
の
利
用
に
か
か
る
保
育

料
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
追
加
回
答
と
し
て
、

場�

所
　
甲
賀
市
お
よ
び
湖
南

市
に
あ
る
単
独
施
設

�

利�

用
方
法
　
相
手
先
の
自
治

体
と
同
一
手
順
で

�

対�

象
　
未
就
学
児
に
小
学
生

を
含
め
る
か
検
討
中

�

開�

始
時
期
　
令
和
８
年
予
定

そ�

の
他
　
新
こ
ど
も
園
の
開

園
後
も
継
続
す
る

　
詳
細
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
発
表
し
ま
す
。

柚
ゆの

木
き

 記
き

久
く

雄
お

 議員

②
甲
賀
市
と
の
協
議
は
以

前
よ
り
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、見
解
が
相
違
し
前
進
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。地
区

要
望
も
踏
ま
え
、改
修
工
事

の
早
期
着
工
を
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

③
水
道
事
業
は
公
営
企
業
法

に
基
づ
く
独
立
採
算
制
で

あ
り
一
般
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

甲
賀
市
へ
要
望
す
る
と
と
も

に
今
後
も
協
議
を
重
ね
ま
す
。

平和堂日野店跡地
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日
野
中
学
校
体
育
館

次
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は
▼
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次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

19 議会だより
日野町議会

2025.11.15

一 質般 問

　
令
和
３
年
に
町
が

平
和
堂
跡
地
を
取
得

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
６
年
に

は
、
跡
地
に
ト
イ
レ
設
置
の

設
計
が
さ
れ
ま
し
た
。
現
状

の
跡
地
利
活
用
は
、
学
校
行

事
、
マ
ル
シ
ェ
、
日
野
祭
な

ど
の
駐
車
場
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
和
堂
跡
地

が
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
の
拠

点
と
な
る
よ
う
願
い
伺
う
。

①
ト
イ
レ
設
置
設
計
を
さ
れ

た
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で

工
事
の
計
画
予
定
は
ど
う
か
。

②
現
在
の
跡
地
利
活
用
の

ほ
か
、
利
活
用
の
予
定
は
。

③
草
が
伸
び
て
き
て
い
る
現

状
だ
が
、
管
理
は
ど
こ
が
さ

れ
て
い
る
の
か
。

④
今
後
、
商
店
街
振
興
に
つ

な
が
る
跡
地
活
用
計
画
は
あ

る
の
か
。

①
日
野
町
観
光
駐
車

場
及
び
ト
イ
レ
新
築

工
事
設
計
に
つ
い
て
は
、
ま

ち
か
ど
感
応
館
新
館
み
か
く

前
の
ト
イ
レ
を
ベ
ー
ス
に
設

計
を
し
た
が
、
仕
様
変
更
や

物
価
上
昇
も
伴
い
想
定
し
て

い
た
事
業
費
よ
り
大
幅
に
増

額
と
な
っ
た
。
工
事
計
画
は
、

地
元
の
声
を
踏
ま
え
つ
つ
見

直
し
を
進
め
る
。

②
新
た
な
予
定
は
な
い
が
、

ま
ち
な
か
観
光
の
基
点
と
し

て
、
日
野
祭
、
日
野
ひ
な
祭

り
紀
行
、
コ
ー
ヒ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
の
観
光
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
駐
車
場
や
仮
設
ト

イ
レ
設
置
場
所
と
し
て
ひ
ろ

く
活
用
し
て
い
る
。

③
跡
地
に
つ
い
て
は
、
町
が

管
理
し
て
お
り
観
光
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
駐
車
場
等
と
し
て

活
用
す
る
場
合
は
、
担
当
課

の
商
工
観
光
課
と
日
野
観
光

協
会
で
管
理
し
て
い
る
。

④
現
在
、
具
体
的
な
跡
地
活

用
計
画
は
な
い
が
、
観
光
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
駐
車
場
等
と

し
て
活
用
す
る
に
よ
り
、
商

店
等
の
賑
わ
い
に
つ
な
げ
た

い
。

南比都佐地区５集落が供給を受ける	
	 甲賀市上水道の断水事象について

小・中
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て

　
学
校
体
育
施
設
開

放
事
業
で
は
、
多
く

の
町
民
が
年
間
通
し
て
施
設

を
利
用
さ
れ
て
い
る
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
体
育

館
は
体
育
の
授
業
や
部
活
動

そ
し
て
各
種
行
事
な
ど
重
要

な
場
所
で
あ
る
。
ま
た
災
害

時
に
は
、
避
難
所
と
な
る
体

育
館
の
環
境
改
善
に
エ
ア
コ

ン
整
備
も
必
要
と
考
え
る
。

そ
こ
で
何
点
か
伺
う
。

①
町
は
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
、
検
討
や

研
究
、
調
査
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

②
今
後
、
財
政
負
担
等
を
乗

り
越
え
、
ど
う
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
お
考
え
か
。

③
先
ず
は
、
中
学
校
体
育
館

か
ら
考
え
、
そ
の
後
、
小
学

校
に
順
次
設
置
を
考
え
ら
れ

な
い
か
。

①
今
年
度
、
甲
賀
市

の
中
学
校
を
訪
問
し
、

体
育
館
に
設
置
さ
れ
た
空
調

設
備
の
仕
様
や
実
際
の
使
用

状
況
等
に
つ
い
て
情
報
収
集

を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
経

費
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な

ど
の
課
題
を
課
内
で
協
議
し

て
い
る
。

②
財
政
負
担
等
を
ふ
ま
え
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
導

入
に
か
か
る
経
費
は
、
町
財

政
の
負
担
軽
減
と
な
る
有
利

な
補
助
事
業
の
活
用
を
検
討

す
る
。
ま
た
、
学
校
に
お
け

る
使
用
ル
ー
ル
の
調
整
や
学

校
体
育
施
設
開
放
事
業
に
よ

る
体
育
館
の
使
用
料
の
見
直

し
な
ど
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

③
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
大
き
な

財
政
負
担
等
を
生
じ
る
こ
と

か
ら
、
計
画
的
な
整
備
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
中

に
お
い
て
、
猛
暑
と
な
る
夏

休
み
期
間
に
も
ク
ラ
ブ
活
動

を
行
っ
て
い
る
中
学
校
へ
の

整
備
が
最
優
先
で
あ
る
と
考

え
る
。
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

体
育
館
の
老
朽
化
に
伴
う
大

規
模
改
修
と
合
わ
せ
て
一
体

的
に
整
備
す
る
な
ど
計
画
的

な
整
備
を
検
討
す
る
。

現在、活用計画はないが観光イベントなどで活用し、 
商店等の賑わいにつなげたい

平和堂跡地利活用と商店街振興について

中
なか

西
にし

 佳
けい

子
こ

 議員

中
学
校
へ
の
整
備
が
最
優
先
で
あ
る
と
考
え
る
。 

小
学
校
は
、体
育
館
の
老
朽
化
に
伴
う
大
規
模
改
修
と 

合
わ
せ
て
、計
画
的
な
整
備
を
検
討
す
る
。

地区要望を踏まえ協議を重ね改修の要望を行う

病
児・病
後
児
保
育
の
施
設
に
つ
い
て

新
こ
ど
も
園
開
設
前
に
近
隣
市
の
施
設
で
運
用
を
開
始
す
る

　
甲
賀
郡
土
山
町
と

昭
和
41
年
に
協
議
が

整
い「
上
水
道
の
区
域
外
設

置
」と
し
て
上
駒
月
・
下
駒

月
・
深
山
口
・
上
迫
・
下
迫
地

区
の
５
地
区
は
、昭
和
43
年

頃
よ
り
土
山
町
か
ら
上
水
道

の
供
給
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
後
第
３
緑
ヶ
丘
地
区
も

こ
の
取
扱
い
に
加
入
さ
れ
て

お
り
ま
す
。当
時
は
日
野
町・

土
山
町
双
方
に
上
水
道
の
区

域
外
設
置
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
始
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
６
年
に
断
水

が
４
度
起
こ
り
ま
し
た
。特

に
12
月
に
あ
っ
た
断
水
は
事

故
に
よ
る
も
の
で
夕
方
に
突

然
止
ま
り
、関
係
地
域
の
住

民
は
大
変
困
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
区
長
会
長・公
民
館

長
と
私
で
甲
賀
市
役
所
に
面

会
に
行
っ
た
と
こ
ろ「
甲
賀
市

は
一
般
会
計
か
ら
水
道
事
業

会
計
に
繰
出
し
を
行
っ
て
お

り
日
野
町
か
ら
も
工
事
費
負

担
の
協
力
を
お
願
い
で
き
な

い
か
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　
日
野
町
に
こ
の
こ
と
を
持

ち
帰
り
ま
し
た
が「
水
道
事
業

会
計
か
ら
供
給
エ
リ
ア
外
の

工
事
費
負
担
は
で
き
な
い
」と

の
回
答
で
し
た
。両
自
治
体
の

回
答
と
も
筋
が
通
っ
て
お
り

地
元
で
は
現
在
、八
方
ふ
さ
が

り
の
よ
う
な
状
態
で
す
。

　
先
般
、甲
賀
市
役
所
と
の

協
議
が
あ
っ
た
よ
う
に
聞
い

て
い
ま
す
。

①
協
議
内
容
、先
方
主
張
の
受

け
止
め
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
こ
の
協
議
の
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
で
す
か
。

③
小
学
校
や
公
民
館
も
あ
る
。

そ
こ
は
避
難
所
で
も
あ
る
の

で
水
道
事
業
会
計
か
ら
の
支

出
が
で
き
な
く
と
も
何
ら
か

の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す

る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

①
配
水
管
改
修
工
事

に
伴
う
費
用
負
担
、

一
般
会
計
繰
出
し
に
関
す
る

議
論
、今
後
の
方
向
性
な
ど

を
協
議
し
ま
し
た
。公
営
企

業
法
等
に
基
づ
き
独
立
採
算

に
よ
る
経
営
が
基
本
で
当
町

に
負
担
義
務
は
な
い
。甲
賀

市
に
お
い
て
整
理
が
必
要
。

当
初
の
協
議
に
基
づ
き
今
後

も
甲
賀
市
が
経
営
さ
れ
る
こ

と
が
原
則
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
3
度
目
の

質
問
と
な
り
ま
す
。一
度
目

は
第
二
期
子
ど
も
子
育
て
支

援
計
画
に
計
画
さ
れ
て
い
る

の
に
、動
き
が
無
い
こ
と
か

ら
そ
の
進
捗
に
つ
い
て
、二

度
目
は
県
外
で
も
多
く
の
市

町
村
が
実
施
し
て
お
り
、県

内
で
は
竜
王
町
と
当
町
の
み

実
施
し
て
な
い
こ
と
か
ら
町

の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
竜
王
町
が
認
定
こ

ど
も
園
で
開
設
し
た
と
の
記

事
を
目
に
し
た
こ
と
で
再
び

質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。日
野
町
の
新
認
定
こ
ど

も
園
構
想
に
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
は
聞
き
ま
し
た
が
、ま

だ
開
設
ま
で
2
年
半
ほ
ど
あ

り
、暫
定
的
な
形
で
も
実
施

で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
令
和
7

年
1
月
の
首
長
会
議

で
県
主
導
に
よ
る
広
域
連
携

の
必
要
性
に
つ
い
て
確
認
が

な
さ
れ「
滋
賀
県
病
児
保
育

広
域
連
携
推
進
会
議
」が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は「
日
野
町
認
定
こ

ど
も
園
整
備
基
本
構
想
」に

お
い
て
病
後
児
保
育
室
の
設

置
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、も
う
少
し
先
と
な

る
こ
と
か
ら
、近
隣
市
で
運

営
さ
れ
て
い
る
民
間
の
病
児

保
育
施
設
と
日
野
町
民
の
利

用
受
入
れ
に
つ
い
て
相
談
・

協
議
し
た
と
こ
ろ
快
諾
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。今
後
、病
児

保
育
の
利
用
に
か
か
る
保
育

料
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
追
加
回
答
と
し
て
、

場�

所
　
甲
賀
市
お
よ
び
湖
南

市
に
あ
る
単
独
施
設

�

利�

用
方
法
　
相
手
先
の
自
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体
と
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一
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で
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未
就
学
児
に
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学
生

を
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る
か
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中
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和
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年
予
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の
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後
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で
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し
ま
す
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②
甲
賀
市
と
の
協
議
は
以

前
よ
り
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、見
解
が
相
違
し
前
進
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。地
区

要
望
も
踏
ま
え
、改
修
工
事

の
早
期
着
工
を
要
望
し
て

い
き
ま
す
。

③
水
道
事
業
は
公
営
企
業
法

に
基
づ
く
独
立
採
算
制
で

あ
り
一
般
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、

甲
賀
市
へ
要
望
す
る
と
と
も

に
今
後
も
協
議
を
重
ね
ま
す
。

平和堂日野店跡地

▶
日
野
中
学
校
体
育
館

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問

削
ぐ
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い

ま
す
。そ
こ
で
米
増
産
へ
の

政
策
転
換
を
受
け
た
当
局
の

農
家
へ
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

　

一
連
の
米
政
策
転

換
は
政
府
備
蓄
米
の

市
場
放
出
に
よ
る
消
費
者
米

価
対
策
等
、消
費
者
向
け
の

対
応
策
が
目
立
ち
、生
産
者

に
と
っ
て
適
正
な
米
価
に
戻

っ
た
状
況
か
ら
、今
後
、再
び

米
価
が
下
落
す
る
懸
念
が
あ

る
。農
家
が
生
産
を
持
続
で

き
る
農
業
所
得
を
確
保
で
き

る
仕
組
み
の
検
討
が
必
要
。

米
の
安
定
供
給
と
生
産
意
欲

維
持
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

上
で
は
、米
価
と
生
産
量
が

重
要
。農
家
が
将
来
に
わ
た

り
生
産
意
欲
を
維
持
で
き
る

よ
う
、安
定
供
給
を
望
む
消

費
者
と
の
結
び
つ
き
を
強
め

る
こ
と
も
大
切
。こ
の
バ
ラ

ン
ス
を
念
頭
に
置
き
情
報
収

集
し
、町
の
で
き
る
こ
と
を

検
討
し
た
い
。農
業
・
農
村
を

守
っ
て
い
く
た
め
大
小
の
農

家
、土
地
持
ち
非
農
家
の
協

力
体
制
構
築
を
目
指
し
た
い
。

農業・農村を守っていくために大小農家、 
土地持ち非農家が協力し合える体制を目指す

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

地域共生社会をつくる重層的支援体制整備とは？
人と人とのつながりを再構築する仕組みの整備だ

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

　
厚
生
労
働
省
は
、

地
域
共
生
社
会
を

「『
縦
割
り
』や『
支
え
手
』『
受

け
手
』と
い
う
関
係
を
超
え

て
、多
様
な
主
体
が
参
画
し
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し

と
生
き
が
い
、地
域
を
と
も

に
創
っ
て
い
く
社
会
」と
定

義
し
て
い
る
。こ
れ
は
日
野

町
第
６
次
総
合
計
画
の「
時

代
の
変
化
に
対
応
し
だ
れ
も

が
輝
き
と
も
に
創
る
ま
ち
日

野
」を
具
現
化
す
る
も
の
だ
。

そ
の
た
め
の「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
」と
は
？

　
社
会
情
勢
の
変
化

に
よ
っ
て
人
間
関
係

が
希
薄
化
し
て
き
た
こ
と
を

課
題
と
し
て
い
る
。地
域
共

生
は
お
互
い
さ
ま
の
関
係
性

を
築
く
こ
と
が
大
切
だ
。そ

の
た
め
の
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
と
は
、人
と
人
の

つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
仕

組
み
づ
く
り
で
あ
る
と
考
え

る
。つ
ま
り
、現
在
が
完
成
形

で
は
な
く
、新
た
な
体
制
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。日
野
町
は
体
制

整
備
の
準
備
段
階
に
あ
る
。

　
既
存
の
福
祉
施
策

の
延
長
上
の
よ
う
な

体
制
を
重
層
的
支
援
体
制
と

し
て
し
ま
う
と
大
き
な
課
題

が
残
る
。福
祉
的
ア
プ
ロ
ー

チ
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
、

支
援
す
る
側
さ
れ
る
側
に
わ

か
れ
、地
域
に
根
差
し
た
活

動
に
な
ら
な
い
よ
う
で
は
、

目
指
す
姿
と
乖
離
が
出
て
し

ま
う
。そ
れ
ら
を
解
決
す
る

体
制
の
整
備
を
す
る
必
要
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
必
要
な
の
は
特
定
の
課
題

を
解
決
す
る
会
議
体
で
は
な

く
、地
域
の
あ
り
の
ま
ま
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
だ
。「
福
祉
」と「
ま
ち

づ
く
り
」の
分
野
横
断
の
必

要
が
あ
る
な
ら
、公
民
館
機

能（
日
野
町
が
誇
る
地
域
ご

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る

状
態
）と
の
協
働
と
い
う
体

制
の
整
備
に
よ
っ
て
、実
現

で
き
る
の
で
は
な
い
か
？

　
地
域
共
生
社
会
は

各
々
や
り
た
い
こ
と

の
活
躍
も
大
切
な
こ
と
だ
。

　
ま
た
推
進
す
る
上
で
は
、

地
域
単
位
の
仕
組
み
は
最
も

必
要
で
効
果
的
な
こ
と
だ
と

考
え
る
。公
民
館
に
専
門
の

相
談
室
を
設
置
で
き
れ
ば
地

区
ご
と
の
実
情
に
合
っ
た
仕

組
み
の
構
築
が
で
き
る
と
考

え
る
が
、新
た
な
職
員
の
配

置
が
必
要
と
な
る
の
で
、そ

こ
は
役
場
全
体
で
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。社
協
職
員
は

地
域
に
入
り
橋
渡
し
役
を
担

え
る
よ
う
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
東
桜
谷
住
民
の
長

年
の
懸
案
で
あ
っ
た

町
道
奥
之
池
２
号
線
の
整
備

計
画
は
、令
和
３
年
度
に
第

一
工
区
の
供
用
が
開
始
さ
れ
、

幅
員
が
狭
く
曲
が
り
く
ね
っ

た
旧
道
に
比
べ
、通
行
が
安

全
に
な
っ
た
と
の
声
も
届
い

て
い
ま
す
。し
か
し
、第
二
工

区
の
進
捗
が
聞
こ
え
て
こ
な

い
こ
と
か
ら
、町
当
局
の
今

後
の
計
画
を
不
安
視
す
る
住

民
も
多
く
あ
り
ま
す
。そ
こ

で
、同
町
道
第
二
工
区
の
今

後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
町
道
奥
之
池
２
号

線
整
備
計
画
は
、令

和
３
年
度
に
佐
久
良
地
先
か

ら
町
道
奥
之
池
線（
旧
道
）に

接
続
す
る
ま
で
の
工
事
が
完

了
し
、町
と
し
て
は
一
定
の

整
備
が
完
了
し
た
と
認
識
し

て
お
り
、現
時
点
で
具
体
的

な
整
備
計
画
は
無
か
っ
た
が
、

奥
之
池
地
区
や
議
員
か
ら
の

強
い
要
望
を
受
け
、先
線
に

つ
い
て
地
元
と
継
続
し
て
協

議
を
進
め
て
い
る
。町
は
現

在
、多
数
の
町
内
路
線
で
道

路
整
備
要
望
を
受
け
て
お
り
、

交
付
金
確
保
、整
備
路
線
の

整
理
、人
員
体
制
の
確
保
等

が
課
題
で
あ
る
。今
後
、予
定

範
囲
で
公
図
が
混
乱
し
て
い

る
箇
所
も
あ
り
、道
路
を
整

備
す
る
上
で
土
地
の
整
理
が

必
要
に
な
る
。問
題
解
決
に

向
け
、地
籍
調
査
事
業
も
実

施
し
て
お
り
、道
路
整
備
着

手
時
に
、用
地
買
収
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
る
。

町
道
奥
之
池
２
号
線・第
二
工
区
の
今
後
の
進
捗
を
問
う

地
籍
調
査
を
行
い
、今
後
の
用
地
買
収
の
円
滑
化
を
図
っ
て
い
る

⃝提案
「公民館機能」を含めた重層的支援体制の整備
公民館機能と福祉的機能を融合できる体制をつくる
※公民館機能＝地域で育まれるコミュニティ機能

⃝具体案
「公民館機能」+「福祉的機能」の職員配置

公民館職員（通常業務）
＋集落支援員：常勤

＋生活支援コーディネーター：町社協より巡回�
＋�コミュニティソーシャルワーカー：町社協より巡回

⃝期待する効果
上記課題解決＋福祉も公民館も充実

効果① 福祉＋社会教育の切れ目がないかかわり
効果② 誰もが役割を持つ活動につなげやすい
効果③ 公民館という拠点が地域活動そのもの
※職員や地域負担を増やさず公民館機能が充実する

米増産への政策転換を受け	
	 町当局の農家への対応を問う

�

▶
令
和
３
年
度
に
供
用
開
始

　
さ
れ
た
町
道
奥
之
池
２
号

　
線
・
第
一
工
区

�

▶
第
一
工
区
の
終
点
。こ
の
先
、

　
集
落
ま
で
離
合
困
難
な
道

　
路
が
続
く

▲地域共生は福祉的アプローチにとどまらない
困りごと解決の福祉的アプローチだけでなく、やりたいこと
を見つけ実現していくまちづくり的アプローチも必要
引用元：日野町地域共生担当課資料

�▲地域共生政策を実現するための体制整備案（野矢案）

公民館に職員追加

＜既存の重層的支援体制整備事業の課題＞
課題① 福祉的困りごと解決にとどまる
課題②  「支援を受ける側」「支援を担う側」に分かれる
課題③ 中央集約型で地域活動にならない

　
長
年
下
落
傾
向
に

あ
っ
た
米
の
消
費
は

2
0
2
1
年
度
か
ら
上
向
き

始
め
、23
年
度
は
国
内
の
米

生
産
量
6
6
1
万
ト
ン
に
対

し
、需
要
は
7
0
5
万
ト
ン

に
達
し
ま
し
た
。23
年
度
は

猛
暑
と
水
不
足
で
作
況
指
数

が
悪
化
し
、屑く

ず
ま
い米
も
増
え
ま

し
た
。こ
の
状
況
下
で
24
年

８
月
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
が
流
れ
、消
費
者
の

米
買
い
だ
め
が
急
増
、米
が

店
頭
か
ら
消
え
ま
し
た
。こ

の
令
和
の
米
騒
動
は
、社
会

不
安
を
煽
る
マ
ス
コ
ミ
報
道

が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、小
泉
農
水
相
は
就

任
直
後
か
ら
米
不
足
解
消
と

米
価
安
定
を
掲
げ
て
、本
来

の
趣
旨
か
ら
逸
脱
し
た
政
府

備
蓄
米
の
放
出
、減
反
政
策

後
の
生
産
調
整
を
見
直
し
た

米
増
産
政
策
、輸
入
米
の
活

用
等
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
一
見
す
る
と
消
費

者
に
寄
り
添
う
施
策
に
映
り

ま
す
が
、一
方
で
、よ
う
や
く

補
助
金
に
依
存
し
な
い
稲
作

経
営
に
光
明
が
見
え
始
め
た

農
家
の
営
農
意
欲
を
、再
び

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
の
う
ご
き
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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一 質般 問

削
ぐ
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い

ま
す
。そ
こ
で
米
増
産
へ
の

政
策
転
換
を
受
け
た
当
局
の

農
家
へ
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

　

一
連
の
米
政
策
転

換
は
政
府
備
蓄
米
の

市
場
放
出
に
よ
る
消
費
者
米

価
対
策
等
、消
費
者
向
け
の

対
応
策
が
目
立
ち
、生
産
者

に
と
っ
て
適
正
な
米
価
に
戻

っ
た
状
況
か
ら
、今
後
、再
び

米
価
が
下
落
す
る
懸
念
が
あ

る
。農
家
が
生
産
を
持
続
で

き
る
農
業
所
得
を
確
保
で
き

る
仕
組
み
の
検
討
が
必
要
。

米
の
安
定
供
給
と
生
産
意
欲

維
持
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

上
で
は
、米
価
と
生
産
量
が

重
要
。農
家
が
将
来
に
わ
た

り
生
産
意
欲
を
維
持
で
き
る

よ
う
、安
定
供
給
を
望
む
消

費
者
と
の
結
び
つ
き
を
強
め

る
こ
と
も
大
切
。こ
の
バ
ラ

ン
ス
を
念
頭
に
置
き
情
報
収

集
し
、町
の
で
き
る
こ
と
を

検
討
し
た
い
。農
業
・
農
村
を

守
っ
て
い
く
た
め
大
小
の
農

家
、土
地
持
ち
非
農
家
の
協

力
体
制
構
築
を
目
指
し
た
い
。

農業・農村を守っていくために大小農家、 
土地持ち非農家が協力し合える体制を目指す

野
の

矢
や

 貴
たか

之
ゆき

 議員

地域共生社会をつくる重層的支援体制整備とは？
人と人とのつながりを再構築する仕組みの整備だ

後
ご

藤
とう

 勇
ゆう

樹
き

 議員

　
厚
生
労
働
省
は
、

地
域
共
生
社
会
を

「『
縦
割
り
』や『
支
え
手
』『
受

け
手
』と
い
う
関
係
を
超
え

て
、多
様
な
主
体
が
参
画
し
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し

と
生
き
が
い
、地
域
を
と
も

に
創
っ
て
い
く
社
会
」と
定

義
し
て
い
る
。こ
れ
は
日
野

町
第
６
次
総
合
計
画
の「
時

代
の
変
化
に
対
応
し
だ
れ
も

が
輝
き
と
も
に
創
る
ま
ち
日

野
」を
具
現
化
す
る
も
の
だ
。

そ
の
た
め
の「
重
層
的
支
援

体
制
整
備
」と
は
？

　
社
会
情
勢
の
変
化

に
よ
っ
て
人
間
関
係

が
希
薄
化
し
て
き
た
こ
と
を

課
題
と
し
て
い
る
。地
域
共

生
は
お
互
い
さ
ま
の
関
係
性

を
築
く
こ
と
が
大
切
だ
。そ

の
た
め
の
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
と
は
、人
と
人
の

つ
な
が
り
を
再
構
築
す
る
仕

組
み
づ
く
り
で
あ
る
と
考
え

る
。つ
ま
り
、現
在
が
完
成
形

で
は
な
く
、新
た
な
体
制
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
。日
野
町
は
体
制

整
備
の
準
備
段
階
に
あ
る
。

　
既
存
の
福
祉
施
策

の
延
長
上
の
よ
う
な

体
制
を
重
層
的
支
援
体
制
と

し
て
し
ま
う
と
大
き
な
課
題

が
残
る
。福
祉
的
ア
プ
ロ
ー

チ
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
、

支
援
す
る
側
さ
れ
る
側
に
わ

か
れ
、地
域
に
根
差
し
た
活

動
に
な
ら
な
い
よ
う
で
は
、

目
指
す
姿
と
乖
離
が
出
て
し

ま
う
。そ
れ
ら
を
解
決
す
る

体
制
の
整
備
を
す
る
必
要
性

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
必
要
な
の
は
特
定
の
課
題

を
解
決
す
る
会
議
体
で
は
な

く
、地
域
の
あ
り
の
ま
ま
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
だ
。「
福
祉
」と「
ま
ち

づ
く
り
」の
分
野
横
断
の
必

要
が
あ
る
な
ら
、公
民
館
機

能（
日
野
町
が
誇
る
地
域
ご

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る

状
態
）と
の
協
働
と
い
う
体

制
の
整
備
に
よ
っ
て
、実
現

で
き
る
の
で
は
な
い
か
？

　
地
域
共
生
社
会
は

各
々
や
り
た
い
こ
と

の
活
躍
も
大
切
な
こ
と
だ
。

　
ま
た
推
進
す
る
上
で
は
、

地
域
単
位
の
仕
組
み
は
最
も

必
要
で
効
果
的
な
こ
と
だ
と

考
え
る
。公
民
館
に
専
門
の

相
談
室
を
設
置
で
き
れ
ば
地

区
ご
と
の
実
情
に
合
っ
た
仕

組
み
の
構
築
が
で
き
る
と
考

え
る
が
、新
た
な
職
員
の
配

置
が
必
要
と
な
る
の
で
、そ

こ
は
役
場
全
体
で
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。社
協
職
員
は

地
域
に
入
り
橋
渡
し
役
を
担

え
る
よ
う
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
東
桜
谷
住
民
の
長

年
の
懸
案
で
あ
っ
た

町
道
奥
之
池
２
号
線
の
整
備

計
画
は
、令
和
３
年
度
に
第

一
工
区
の
供
用
が
開
始
さ
れ
、

幅
員
が
狭
く
曲
が
り
く
ね
っ

た
旧
道
に
比
べ
、通
行
が
安

全
に
な
っ
た
と
の
声
も
届
い

て
い
ま
す
。し
か
し
、第
二
工

区
の
進
捗
が
聞
こ
え
て
こ
な

い
こ
と
か
ら
、町
当
局
の
今

後
の
計
画
を
不
安
視
す
る
住

民
も
多
く
あ
り
ま
す
。そ
こ

で
、同
町
道
第
二
工
区
の
今

後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　
町
道
奥
之
池
２
号

線
整
備
計
画
は
、令

和
３
年
度
に
佐
久
良
地
先
か

ら
町
道
奥
之
池
線（
旧
道
）に

接
続
す
る
ま
で
の
工
事
が
完

了
し
、町
と
し
て
は
一
定
の

整
備
が
完
了
し
た
と
認
識
し

て
お
り
、現
時
点
で
具
体
的

な
整
備
計
画
は
無
か
っ
た
が
、

奥
之
池
地
区
や
議
員
か
ら
の

強
い
要
望
を
受
け
、先
線
に

つ
い
て
地
元
と
継
続
し
て
協

議
を
進
め
て
い
る
。町
は
現

在
、多
数
の
町
内
路
線
で
道

路
整
備
要
望
を
受
け
て
お
り
、

交
付
金
確
保
、整
備
路
線
の

整
理
、人
員
体
制
の
確
保
等

が
課
題
で
あ
る
。今
後
、予
定

範
囲
で
公
図
が
混
乱
し
て
い

る
箇
所
も
あ
り
、道
路
を
整

備
す
る
上
で
土
地
の
整
理
が

必
要
に
な
る
。問
題
解
決
に

向
け
、地
籍
調
査
事
業
も
実

施
し
て
お
り
、道
路
整
備
着

手
時
に
、用
地
買
収
が
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
取
り
組

み
を
進
め
る
。

町
道
奥
之
池
２
号
線・第
二
工
区
の
今
後
の
進
捗
を
問
う

地
籍
調
査
を
行
い
、今
後
の
用
地
買
収
の
円
滑
化
を
図
っ
て
い
る

⃝提案
「公民館機能」を含めた重層的支援体制の整備
公民館機能と福祉的機能を融合できる体制をつくる
※公民館機能＝地域で育まれるコミュニティ機能

⃝具体案
「公民館機能」+「福祉的機能」の職員配置

公民館職員（通常業務）
＋集落支援員：常勤

＋生活支援コーディネーター：町社協より巡回�
＋�コミュニティソーシャルワーカー：町社協より巡回

⃝期待する効果
上記課題解決＋福祉も公民館も充実

効果① 福祉＋社会教育の切れ目がないかかわり
効果② 誰もが役割を持つ活動につなげやすい
効果③ 公民館という拠点が地域活動そのもの
※職員や地域負担を増やさず公民館機能が充実する

米増産への政策転換を受け	
	 町当局の農家への対応を問う

�

▶
令
和
３
年
度
に
供
用
開
始

　
さ
れ
た
町
道
奥
之
池
２
号

　
線
・
第
一
工
区

�

▶
第
一
工
区
の
終
点
。こ
の
先
、

　
集
落
ま
で
離
合
困
難
な
道

　
路
が
続
く

▲地域共生は福祉的アプローチにとどまらない
困りごと解決の福祉的アプローチだけでなく、やりたいこと
を見つけ実現していくまちづくり的アプローチも必要
引用元：日野町地域共生担当課資料

�▲地域共生政策を実現するための体制整備案（野矢案）

公民館に職員追加

＜既存の重層的支援体制整備事業の課題＞
課題① 福祉的困りごと解決にとどまる
課題②  「支援を受ける側」「支援を担う側」に分かれる
課題③ 中央集約型で地域活動にならない

　
長
年
下
落
傾
向
に

あ
っ
た
米
の
消
費
は

2
0
2
1
年
度
か
ら
上
向
き

始
め
、23
年
度
は
国
内
の
米

生
産
量
6
6
1
万
ト
ン
に
対

し
、需
要
は
7
0
5
万
ト
ン

に
達
し
ま
し
た
。23
年
度
は

猛
暑
と
水
不
足
で
作
況
指
数

が
悪
化
し
、屑く

ず
ま
い米
も
増
え
ま

し
た
。こ
の
状
況
下
で
24
年

８
月
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
が
流
れ
、消
費
者
の

米
買
い
だ
め
が
急
増
、米
が

店
頭
か
ら
消
え
ま
し
た
。こ

の
令
和
の
米
騒
動
は
、社
会

不
安
を
煽
る
マ
ス
コ
ミ
報
道

が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、小
泉
農
水
相
は
就

任
直
後
か
ら
米
不
足
解
消
と

米
価
安
定
を
掲
げ
て
、本
来

の
趣
旨
か
ら
逸
脱
し
た
政
府

備
蓄
米
の
放
出
、減
反
政
策

後
の
生
産
調
整
を
見
直
し
た

米
増
産
政
策
、輸
入
米
の
活

用
等
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
一
見
す
る
と
消
費

者
に
寄
り
添
う
施
策
に
映
り

ま
す
が
、一
方
で
、よ
う
や
く

補
助
金
に
依
存
し
な
い
稲
作

経
営
に
光
明
が
見
え
始
め
た

農
家
の
営
農
意
欲
を
、再
び

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
の
う
ご
き
／
議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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 ４日	 第75回「社会を明るくする運動」日野大会
	 議員全員

 ６日	 第43回日野町消防団ポンプ操法訓練大会 
	 議長、正副総務常任委員長

14日	 政策立案・政策提言研修会 
	 議会力向上特別委員

16日	 ダム・発電関係市町滋賀県連絡協議会総会
	 副議長

24日	 滋賀県町村議会議長会 議会運営・事務基礎研修会
	 議長、１期目議会議員

26日	 第60回滋賀県消防操法訓練大会出場壮行会
	 議長、副議長、総務常任委員長、髙橋、加藤▪  、後藤

28日	 蒲生郡町村議会議長会議員研修会
	 議員全員

７月

21日	 �町内立地主要企業・事業所代表者と�
日野町長との懇談会 

	 副議長、産業建設常任委員長

24日	 滋賀県消防協会日野支部夏季総合訓練
	 副議長、総務常任副委員長、柚木

24日	 日野町平和祈念式典
	 議員全員

８月

 ３日	 政策立案・政策提言研修会
	 議会力向上特別委員

13日	 氏郷まつり2025
	 議員全員

19日、20日  会津若松市交流都市懇親会、会津まつり 
	 副議長

９月

その他
通常公務として日野町議会臨時会議・定例会議
一部事務組合（東近江行政組合議会／八日市布引ライフ組合議会／中部清掃組合議会）
議長公務　15件　などがあります。

議員議員のうごき議員議員のうごき

日野町消防団ポンプ操法訓練大会

政策立案・政策提言研修

町内立地主要企業・事業所代表者と
日野町長との懇談会

会津まつり
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議 長

コ ラ ム

12
月
定
例
会
議（
本
会
議
）の
お
知
ら
せ【
予
定
】

12
月
１
日（
提
案
説
明
）　
11
日（
質
疑・一
般
質
問
）　　
　

　
　
12
日（
一
般
質
問
）　
23
日（
委
員
長
報
告・採
決
）

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
さ
ま
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
秋

の
本
番
を
迎
え
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。「
読
書
の

秋
」「
食
欲
の
秋
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」「
実
り
の
秋
」「
芸

術
の
秋
」「
行
楽
の
秋
」
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で

す
。
皆
さ
ん
に
あ
て
は
ま
る
秋
は
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
を
少
し

ば
か
り
模
様
替
え
し
ま
し
た
。「
正
確
な
記
事
」
に
加
え

読
み
や
す
さ
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
に
議
会
や
議
員
の
こ
と
が
よ
く
わ
か

る
手
作
り
広
報
誌
と
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
続
け
ま
す
。
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

�

柚
木　
記
久
雄

　
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

反
映
し
、分
か
り
や
す
く・読
ま
れ
る
議

会
だ
よ
り
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。ま
た
、メ
ー
ル
や
手
紙
、

ハ
ガ
キ
等
で
も
ご
意
見
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。宛
先
は
、

裏
表
紙
の
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

「
議
会
だ
よ
り
」へ
の
ご
意
見
を

�

お
寄
せ
く
だ
さ
い

議
長 

杉
浦 

和
人

　
子
ど
も
た
ち
と
議
会
と
の
交
流
は
全
国
各
地

で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
当
町
で
も
小
学
校
六

年
生
を
対
象
に
議
場
見
学
な
ど
を
実
施
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
交
流
の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

令
和
二
年
か
ら
は
「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る

町
」
の
こ
と
や
「
日
々
の
生
活
と
町
の
政
治
」

と
の
関
わ
り
を
学
び
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
役
場
探
検
や
議

会
へ
の
提
案
・
要
望
な
ど
、
活
発
な
交
流
活
動

を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　
交
流
の
中
で
は
「
な
ぜ
議
員
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か
」
と
い
っ
た
質
問
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
際
に
は
抽
象
的
な
答
弁
に

終
始
せ
ず
、
す
べ
て
の
議
員
が
日
々
の
議
員
活

動
や
自
ら
の
政
治
姿
勢
を
踏
ま
え
、自
信
を
持
っ

て
具
体
的
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。

ま
た
、
あ
る
児
童
か
ら
は
「
町
の
中
心
部
は
栄

え
て
い
る
が
、
自
分
の
住
む
地
域
は
そ
う
で
は

な
い
」
と
、
町
の
将
来
を
憂
え
る
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
児
童
の
皆
さ
ん
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
懇
談
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
現
実
を

直
視
し
、
子
ど
も
た
ち
や
若
い
世
代
が
「
こ
の

町
に
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
町
づ

く
り
に
向
け
て
、
行
政
と
議
会
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

児
童
の

議
場
見
学
を

振
り
返
り

一
いっ

般
ぱん

質
しつ

問
もん

 
町に対し、議案とは関係なく町の行政全般につ
いて、事務の執行状況や方針等について説明を
求めたり、疑問を問いただしたりすること。

諮
はか

る
議長や委員長が、議会で物事を
決めるために議員や委員の意見
を伺うこと。 

質
しつ

疑
ぎ

議題となっている議案につ
いて、 議員が説明や意見を求
めること。 

委
い

員
いん

会
かい

議会で話し合う内容を少人数の
議員で詳しく審査するために
設置される議会の内部機関のこ
と。常任委員会、特別委員会など
がある。

付
ふ

託
たく

案
あんけん

件
議会で決める必要のある事項について、より詳
しく検討するために、常任委員会や特別委員会
に審査や調査を委

ゆだ

ねること。審査終了後は本会
議で委員長がその経過と結果を報告し、採決が
行われる。

日野町議会日野町議会知ってもらいたい

知知りたいりたいもっともっと次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
員
公
務
の
紹
介
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秋の交通安全運動

各地区にて行政懇談会が開催される

日野町平和祈念式典

啓発

式典式典

全
安
通
交

議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん
議員公務の一部を
　　　紹介するにゃん

蒲
生
氏
郷
公
顕
彰
会
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
も
に
ゃ
ん

　秋の全国交通安全運動が9月21日
から30日まで行われました。日野
町においても、通勤通学中の皆さん
に向けた交通安全の街頭啓発が実施
され、地域を見守る方々と一緒に議
員も各地に分かれて交通安全啓発運
動を行い、地域全体で安全意識の向
上に努めました。

　行政懇談会は７月５日から８月29日にかけ、７つの地
区でそれぞれ開催され、行政からは町長はじめ役場幹部
職員と地区からは各区長等の出席がありました。懇談会
では、自治会より事前に提出された行政への要望事項は
じめ、各地区における様々な問題について話し合いが行
われました。また、何班かに分かれてグループワーク形
式で進められた地区もありました。各地区に所属する議員
もその懇談会に出席し、地域から出された意見などを間近
に聴かせていただきました。

　日野町平和祈念式典が8月24日に執り行われ、議員も
参列しました。式典前半では戦没者を追悼し、恒久平和
を祈念しました。後半では、戦後80年平和事業として、
鹿児島県の知覧特攻平和会館などを研修で訪れた町内小
中学生２名から「戦争をしない取組が重要」「内容を周囲
に伝えたい」と報告がありました。また、日野中の生徒
と朗読サークルの皆さんは、町内で終戦翌日に一家5人
で自決した内倉秀夫陸軍中尉を題材にした朗読劇を行
い、遺書の内容や村人の思い出を語りかけ、参列者は厳
粛な面持ちで耳を傾けました。
　式典を通じて、平和の尊さを共有するとともに、次世
代に伝えることの重要性を改めて感じました。

懇談会

「議会だより」に関するご意見募集中！書式は問いません。郵送・メールまたは議会事務局までご持参願います。

日野町議会広報

日野町議会 議会だより
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